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フリーランス翻訳者常時募集中！
応募方法など詳細は www.chizai.jp へアクセス下さい

お問合せ  ☎03-6675-3965 
受付時間  平日10：00～20：00 土曜10：00～17:00
 （日曜・祝日休校）

学院長・岡田 信弘著
 「翻訳の布石と定石」

新規受講生には
『翻訳の布石と定石 ～実務翻訳プロへの道～』
(岡田信弘著、三省堂)を差し上げます。

検索サンフレアアカデミー
詳しくはウェブサイトで

通学科の曜日・時間帯、通学科から通信科への変更が可能です。

海外での受講および“TQE”の受験が可能です。

翻訳会社サン・フレアとの協力体制をより強化することで、
講座修了後のTQE受験とその後のサポート体制を充実させています。

翻訳学校サン・フレア アカデミーは、
創業４５年の翻訳会社である株式会社サン・フレアを母体とする翻訳学校です。

1日完結型のセミナーを月2～3回開催しています。
翻訳初心者も、プロとして活躍中の方も参加できる多彩なプログラムをご用意。

マイページからお申込みいただくと、金額に応じたポイントが付与されます。
ポイントは講座やセミナーの受講、商品購入時に使えて大変お得です。

講師は全員現役の翻訳者。
通学科・通信科とも、指導力と熱意のある講師が担当いたします。

サン・フレア アカデミー
公式キャラクター
「ほんにゃくん」

http://www.n-i-t.jp
mailto:nit%40n-i-t.jp?subject=
http://www.chizai.jp/
http://www.sunflare.com/academy/
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翻訳業界カレンダー calendar

注意： この記事に掲載した情報は各団体がウェブサイトなどで公開している情報をもとにJTFジャーナル編集部が編集執筆しています。内容には正確を期していますが、万一誤りや不適切な内容がございましたら日本翻訳連盟事務局までお知らせください。

イベント名 内容 講師等 主催

2019

3 12-15
言語処理学会
第25回年次大会
（NLP2019）

3月 12日（火）　チュートリアル 
3月 13日（水）　本会議 第1日
3月 14日（木）　本会議 第2日
3月 15日（金）　本会議 第3日

http://www.anlp.jp/nlp2019/

会場：  名古屋大学  東山キャンパス 言語処理学会

15 2018年度
第3回 JTF関西セミナー

「AI翻訳が製薬業界を変える ～現場からの報告～」
http://www.jtf.jp/west_seminar/index_w.do?fn=search

隅田 英一郎（情報通信研究機構（NICT））

田中 倫夫（アストラゼネカ株式会社）
早川 威士（株式会社アスカコーポレーション）

日本翻訳連盟（JTF）
関西委員会

24-27
GALA 2019 Munich 翻訳業界団体として世界最大級であるGALAの年次大会。

https://www.gala-global.org/all-events/gala-2019-munich/

会場： The Westin Grand Munich
（Germany）

Globalization 
and Localization 
Association (GALA)

4 14 日本翻訳家協会
総会・講演会

年次総会および講演会（13:30-15:00）講演会は一般参加できる。

「坂東俘虜収容所小史 -「坂東の奇跡」が問いかけるもの」
http://www.japan-s-translators.com/

松宮 克昌（翻訳家）
会場： 学士会館302号室

NPO法人日本翻訳家
協会

18 TAUS Global Content 
Summit Tokyo

前日4/17には同じ場所でQuality Management Workshopを開催。

https://www.taus.net/events/conferences/73-taus-global-
content-summit-tokyo/

会場： オラクル青山センター TAUS

5 2-3
BP19 Translation 
Conference

翻訳者による翻訳者のための独立イベント。欧州で2014年より開催
されており、今年は40カ国から300名の翻訳者が集まる見込みとし
ている。

http://bpconf.com/

会場：   ZANHotel Europa　　　
（Bologna, Italy）

BP Translation 
Conference

9-10
ND Focus - 
Elia's networking days 
for Executives

LSPの経営陣だけを対象としたカンファレンス。会社の規模を問わな
い点が特徴。ネットワーキングの機会となるだけでなく、経営者なら
ではのテーマに的を絞って深い意見交換ができる点が特徴。

http://events.elia-association.org/nd-focus-exec-2019/

（Dubrovnik, Croatia） Elia（European 
Language Industry 
Association）

6 2-7
NAACL-HLT 2019 2019 Annual Conference of the North American Chapter of the 

Association for Computational Linguistics: Human Language 
Technologies. 自然言語処理のトップクラスのカンファレンス。

https://naacl2019.org/

Hyatt Regency（Minneapolis, USA）
6/4 The social event : 
Minneapolis Institute of Art. 

Association for 
Computational 
Linguistics (ACL)

5 2019年度
JTF定時社員総会

2018年度事業報告、収支報告
2019年度事業計画、予算審議

http://www.jtf.jp/

会場： アルカディア市ヶ谷（私学会館） 日本翻訳連盟（JTF）

11-13 LocWorld40 Portugal Registration Opens 20 March 2019

https://locworld.com/

会場：  Estoril Congress Center　
（Estoril, Portugal）

Localization World, LTD

7 28 
-8/2

ACL 2019 Annual 
Meeting Florence

自然言語処理のNo.1トップカンファレンス。特に近年、機械翻訳に
関する画期的技術が発表される場になっている。3年周期で北米、ア
ジア・オセアニア、ヨーロッパで開催される。

http://www.acl2019.org/

会場：  Fortezza da Basso（Italy） Association for 
Computational 
Linguistics (ACL) 

8 19-23
MT SUMMIT XVII 研究者、開発者、産業界および政府の機械翻訳（MT）技術のユーザー

が集まってMTの最新技術、その主な動向と実用的な応用について情
報交換する。サミットには翻訳者のためのトラックもある。

https://www.mtsummit2019.com/

会場：  Helix Theatre at Dublin City 
University（Dublin, Ireland）

European Assocation 
for Machine Translation

10 24 第29回 JTF翻訳祭 「新たなる時代の幕開け～言葉のスペシャリストたちの
新しい船出～」
http://www.jtf.jp/29thfestival/

会場：パシフィコ横浜 日本翻訳連盟（JTF）
第29回JTF翻訳祭実行
委員会

11 3-7
EMNLP-IJCNLP 2019 Conference on Empirical Methods in Natural Language Processing 

(EMNLP) & International Joint Conference on Natural Language 
Processing (IJCNLP) 2019 自然言語処理のトップクラスのカンファレ
ンス。

https://www.emnlp-ijcnlp2019.org/

会場：  Asia World Expo　　　　　
（Hong Kong, China）

SIGDAT, AFNLP（Asian 
Federation of Natural 
Language Processing）

3or4 WAT 2019 The 6th Workshop on Asian Translation

http://lotus.kuee.kyoto-u.ac.jp/WAT/WAT2019/index.html

 （Hong Kong, China） NICT, 京都大学

6-8
LocWorld41 Silicon 
Valley

Registration opens August 7, 2019

https://locworld.com/events/locworld41-silicon-valley-2019/

会場： 未定（Silicon Valley, USA） Localization World, LTD

2020

5 11-16 LREC 2020 The International Conference on Language Resources and Evaluation

http://www.lrec-conf.org/

会場： Palais du Pharo               
（Marseille, France）

ELRA（European 
Language Resources 
Association）

http://www.anlp.jp/nlp2019/
http://www.jtf.jp/west_seminar/index_w.do?fn=search
https://www.gala-global.org/all-events/gala-2019-munich
http://www.japan-s-translators.com
https://www.taus.net/events/conferences/73-taus-global-content-summit-tokyo
https://www.taus.net/events/conferences/73-taus-global-content-summit-tokyo
http://bpconf.com
http://events.elia-association.org/nd-focus-exec-2019/
https://naacl2019.org
http://www.jtf.jp
https://locworld.com/
http://www.acl2019.org/
https://www.mtsummit2019.com
http://www.jtf.jp/29thfestival/
https://www.emnlp-ijcnlp2019.org
http://lotus.kuee.kyoto-u.ac.jp/WAT/WAT2019/index.html
https://locworld.com/events/locworld41-silicon-valley-2019/
http://www.lrec-conf.org


制御、電気・電子、化学・材料Field

Job Titles ①特許翻訳者　②特許翻訳校正者

Qualifi cations 技術翻訳または特許翻訳経験 5 年以上

Language 日本語 ⇒ 英語

Application ご希望職種①または②をご明記の上、
履歴書・職務経歴書を下記のメールアドレス
に添付してお送りください。

info@patdev.jp（採用担当宛）
＊書類選考を通過された方にはトライアルを
　実施いたします。

〒 160-0004　東京都新宿区四谷 2-12-5　四谷 ISY ビル 3 階
お問い合わせ　Tel : 03-3355-1071　 Fax : 03-3355-0115

≫ 特許翻訳・技術翻訳業務　　　　　

≫ 知的財産関連セミナー　　　　　

≫ 外国特許出願支援業務

≫ 国内外特許事務代行業務
事業内容

https://www.pdi-ip.jp/
会社概要やその他の採用情報は

ウェブサイトをご確認ください。

=

特許翻訳者募集（日英翻訳）
フリーランス

正確性・明確性・簡潔性を基本に、意味等価な翻訳を
心がけている翻訳者の方、歓迎いたします。

定期的に当社社員との交流会を実施しています！

JTFジャーナル「広告募集中!」
2019年度

本誌掲載広告は印刷版（PDF版）をお申し込みいただくともれなく、
JTFジャーナルWEBサイトにもバナー広告が掲載できます!
印刷媒体とWEB媒体から、翻訳者・翻訳会社にターゲットを絞ったPRに最適です。
1号のみから、年間を通して掲載いただくお得な年間プランもございます。（会員様はさらに割引！）
掲載枠に限りがございます。お早めのお申し込み、お待ちしております！

J  T  F   I  N  F  O  R  M  A  T  I  O  N

お申込み、ご不明な点は？
E-mail：info@jtf.jp
JTF 事務局まで

印刷媒体
ページ広告

WEB媒体
バナー広告+

https://www.pdi-ip.jp/
mailto:info%40patdev.jp?subject=
mailto:info%40jtf.jp?subject=
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翻訳支援
ツ      ル
2019

「道具は社会関係にとって本質的である。個人は自分が積極的に使
いこなしているか、あるいは受動的にそれに使われているかする道
具を用いることで、行動している自分を社会と関係づける。彼が道
具の主人となっている程度に応じて、彼は世界を自分で意味づける
ことができるし、また彼が自分の道具によって支配されている度合
いに応じて、道具の形態が彼の自己イメージを決定するのである。」

イヴァン・イリイチ 1

巻頭
特集

1   イヴァン・イリイチ著『コンヴィヴィアリティのための道
具』渡辺京二 /渡辺梨佐訳（ちくま学芸文庫）より引用。イ
リイチ（1926-2002）は現代産業社会に対する問題提起で
80年代に日本でもブームを呼んだ思想家。その後は忘れ
られていたが、ITの揺籃期であった70年代にはここで引
用した著作が当時の若き技術者たちに思想的視点を提供、
主著『社会を脱学校化する』ではネット社会の未来を予言
しており、再評価されつつある。
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巻頭
特集 翻訳支援ツール2019

1分間で振り返る翻訳支援ツールの歴史

Trados以前にも IBM TM/2などの翻訳支援ツールはありましたが、産業翻訳の現場で最初に普

及したのはTradosでした。パソコンの登場にともない ITマニュアルのローカライズという、それ

以前には存在しなかった需要が急に現れた結果、翻訳の供給が需要に追いつかなくなり、不便

を感じたマイクロソフトその他の ITベンダーが90年代なかばに翻訳生産性の改善手段として外

注先の翻訳会社にTradosの利用を要請したことが普及のきっかけになりました。

その後2000年代のインターネットの急速な発展にともない、まず翻訳メモリを中央のサー

バーに集約するクライアント・サーバー型のツール（Idiom WorldServer）が登場し、続いて2010

年代にはブラウザ上で翻訳できるクラウド型のツールも登場しましたが、そもそも過去訳を再

利用するという翻訳メモリ（以下TM）の有効性が活かせる翻訳分野が意外に少なく、ツール開

発ベンダー各社とも IPOを断念してM&Aで「上がり」にする展開が続きました。

機械翻訳エンジンのフロントエンドとしての翻訳支援ツール

転機となったのは2014年のニューラル機械翻訳（以下MT）の登場です。エンジンだけでは自

動車にならないのと同じで、MTエンジンを翻訳者が作業できる作業環境（ワークベンチ）に仕上

げるにはフロントエンドとしてTMの引用、辞書の自動検索、過去訳の参照、訳文のQAチェック

などの各種翻訳支援機能（CAT機能）を備えた翻訳支援ツール（CATツール）が必要です。このよ

うなツールはユーザーから見ればCATとMTの機能が一体化されて見えるわけで、今回紹介する

ツールもすべて両者の機能を備えています。これらに加えて翻訳会社でコーディネーターが行

う作業を支援する翻訳管理機能まで備えたツール（TMS）もあります。

MTはTMより適用範囲が広いため、現代のMTフロントエンドとしての翻訳支援ツールは以前

のTMワークベンチとしての翻訳支援ツールよりも市場が大きいようです。2010年代にこの分

野への参入企業が増えたことがその証左でしょう。

道具は使うもの、道具に使われてはいけない

翻訳支援ツールや機械翻訳エンジンはあくまでも道具にすぎず、それらを使うのは人間です。

しかし、道具とそれを組み込んだ社会的しくみが一定の水準を越えて発展すると、道具が人間

の働き方を決定するような、映画『モダン・タイムス』で風刺された逆転現象が起きやすくなり

ます。

道具のユーザーである私たちが、そのような「道具に使われる」事態に陥らず、これからも「道

具を使いこなす」主体にとどまり続けるためには、「思慮深さ」と「道具の理解」が必要だと思い

ます。冒頭のイリイチのメッセージは「思慮深さ」への戒めとして掲げました。この特集が「道具

の理解」に役立つようであればしあわせです。（編集部 河野）
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「SDL Trados Studio」は業界標準の翻訳支援ツールです。
企業から行政機関、個人の方まで世界中で20万人を超える
翻訳者に利用されています。
翻訳作業を進める中で「似たような文を以前にも翻訳した

な？」という場面に出会うことがあります。そのような時に
翻訳支援ツールは自動的に「○○%の割合で類似した過去
の原文に対し、このような訳文が記憶されています」と翻訳
例を提示します。その結果、翻訳者の労力が軽減されるだけ
でなく、翻訳者によって文体がぶれることを防ぎ、翻訳のク
オリティを上げる効果も期待できます。
こうした翻訳支援ツールの草分けと言えるほどの歴史を
持つSDL Trados Studioですが、その最新バージョンである
SDL Trados Studio 2019 SR1の新機能とメリットについてご
紹介します。

Walk Me ― ビギナーに役立つヒント集

SDL Trados Studioは翻訳支援ツールとしての歴史が長く、
機能の充実度はトップクラスなのですが、それだけに「どこ
から親しんでよいのか分からない」という困惑を招くおそれ
がありました。そのような時のために「役立つヒント」という
ボタンやタブがソフトウェアの画面に配置されています。こ
ちらをクリックすることで、ソフトウェアの各画面に応じた
操作法のマニュアルや動画が表示されます。

ビギナーが操作法を独学で習得できるよう配慮された新
機能が、この「Walk Me」です。ビギナーだけではなく既存
ユーザーにとっても「操作法を教える手間」を省けるという
メリットがあります。

Tell Me ― 目的の機能にクイックアクセス

度重なるバージョンアップによって、SDL Trados Studio

は多彩な機能を獲得してきました。使用可能なコマンド数は
700、また設定可能な項目数は1,300を数えます。これほど
の多岐にわたる各機能に効率的にアクセスすることも、作業
効率の課題となります。
そこで「Tell Me」と呼ばれる操作項目の検索機能が追加

されました。ソフトウェア画面の「行いたいことを入力して
ください」という検索ボックスにキーワードを入力すること
で、関連した機能や設定項目がリストアップされます。例え
ば「プロジェクト」と入力すると、このように関連項目が表
示されます。

SDL 
Trados 
Studio 2019 
SR1
SDLジャパン株式会社
https://www.sdl.com/jp/
お問い合わせ
03-5773-1471
sales-jp@sdl.com

https://www.sdl.com/jp/
mailto:sales-jp%40sdl.com?subject=
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強化されたTM検索と互換性への配慮

SDL Trados Studio 2017より追加されたupLIFT機能によ
り、TM再利用の可能性が広がりました。TM内の原文を構文
解析することで、センテンス単位よりもさらに細かく、単語
やフレーズ単位で翻訳を再利用することが可能になりまし
た。しかしこの仕様変更によりTM互換性の問題が懸念され
ていました。

SDLはこの問題を重視し、SDL Trados Studio 2019 SR1用
に最適化されたTMであっても旧バージョンにおいて使用さ
れたTMと同様の解析結果が得られるよう、ソフトウェアの
改善を行いました。旧バージョンのユーザーも安心してSDL 

Trados Studio 2019 SR1へ移行できます。

さまざまな機械翻訳ベンダーと連携

SDL Trados StudioはTMにより過去の翻訳を呼び出すこ
とが可能ですが、同時に機械翻訳のエンジンをリソースと
することも可能です。SDL BeGlobal、SDL LanguageCloud

といったSDLの機械翻訳ソリューションだけでなくGoogle

のニューラル機械翻訳を使用することも可能です。またプ
ラグインを使用することでMicrosoft Translatorやロゼッタ 

T-4OOとも連携することができます。
また、新規の翻訳に対してまず機械翻訳で下訳を当て、そ
れをレビューしたポストエディットの結果を決定訳として
TMに登録し、今後の翻訳に再利用するという併用方法も有
効です。

バックアップのための充実したナレッジベース

翻訳支援ツールとしての長い歴史とともに、SDL Trados 

Studioは充実した機能と多くのユーザーを獲得してきまし
た。膨大なユースケースの中で蓄積された技術的なノウハ
ウは、それ自体がSDL Trados Studioの財産となっています。
使用中にエラーが発生した場合でも、ナレッジベースに解
決方法を探すことができます（https://gateway.sdl.com/）。
またSDL Communityに投稿すれば、SDLスタッフやエキス
パートユーザーからのアドバイスを得ることができます。以
前から日本語での投稿が可能でしたが、日本語のランディン
グページもオープンし、日本国内のユーザーによりフレンド
リーな印象となりました（https://community.sdl.com/tp-jp）。

SDL Trados Studioには有償保守メニューが用意されてい
ますが、その一方でこのような無償のリソースによってもビ
ギナーをバックアップし、「難しいソフトウェア」という印象
が払拭されることをSDLは目指しています。

表示された項目をクリックするだけで、目的とする機能の
メニュー画面にアクセスすることが可能です。また、新たな
機能を発見することもありえます。
ユーザーへの情報提供を充実させ、ソフトウェアの操作

をより豊かな体験としてもらうことを目指したSDL Trados 

Studio 2019の新機能、それがWalk MeとTell Meです。

効率的なプロジェクト作成ステップ

SDL Trados Studio 2019ではプロジェクト作成ウィザード
が一新されました。ステップの自由度が上がり、必要最小限
の操作でプロジェクトの作成を完了できるよう工夫されて
います。

こちらがプロジェクト作成の最初の画面です。必須の数
項目（プロジェクトの保存場所、言語方向、原文ファイル）を
設定した後は、画面上部のMetro Mapより任意の設定画面
に自由にジャンプし、必要なオプション設定のみを追加して
プロジェクト作成を完了します。もちろん最初の画面の設定
項目のみで作成を完了させることも可能です。
プロジェクト作成ウィザードの操作効率を見直したこと
で、画面クリックの手間が以前に比べ最大32%削減される
ことを確認しました。

便利になった整合エディタで即戦力のTMを

SDL Trados Studioの中心技術と言えるものが、「翻訳メモ
リ」です。作業中に入力された翻訳は、原文と対応する訳文
のペアの形で、翻訳メモリ（以下TM）というデータベース
ファイルに記憶されていきます。この翻訳例の蓄積によっ
て、過去の翻訳の流用が可能になります。
新規のTMをすぐに役立てるため、SDL Trados Studioの

「整合」機能が活躍します。すでに翻訳がなされた原文ファイ
ルと訳文ファイルのペアが手元にあれば、両者をSDL Trados 

Studioで読み込み、センテンス同士を対照させ、原文と訳文
のペアを作成します。その結果をTMにインポートすること
で、すぐに流用可能なTMに仕立て直すことができます。
この機能は以前から存在していましたが、SDL Trados 

Studio 2019 SR1において整合エディタの操作性が格段に向
上しました。直感的でストレスの無い整合作業が可能です。

https://gateway.sdl.com/
https://community.sdl.com/tp-jp
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memoQはより翻訳しやすいツールが欲しいという意思の
もと翻訳者が翻訳者のために開発した翻訳環境です。

memoQがリリースされてから約15年になります。
memoQ translator proはスタンドアロンで使用できる
翻訳者様用の翻訳支援ツール （CAT）です。翻訳メモリや用
語ベース、機械的チェックツールなど必要な機能すべてが
ツールに内蔵されています。翻訳対象文書をmemoQ内の
翻訳エディタで開くなどの基本的な処理も非常に軽快です。
さらに64-bit版Windowsで使用すると64-bit版memoQが
起動し、さらに処理スピードが上がります。
翻訳会社様や企業様が翻訳業務を管理しながらチーム

ワークで作業したい場合には、memoQのサーバーソリュー
ションがあります。
この記事ではmemoQで翻訳作業をするメリットおよび
サーバーソリューションで翻訳管理するメリットをご紹介
いたします。

memoQでの翻訳作業

memoQで文書を翻訳するにはプロジェクトを作成し、そ
こに翻訳対象文書をインポートし、使用する翻訳メモリや用
語ベースなどを登録します。
翻訳作業はmemoQ内の翻訳エディタで行いますが、文

書がセンテンス単位でセグメント分けされ、各セグメントを
翻訳する際には右側の翻訳結果ペインに流用できる翻訳メ
モリの候補や用語ベースからの用語の提案が表示されます。
翻訳メモリからの候補は原文との差分が表示されるので、
翻訳メモリを流用する助けになります。
翻訳メモリ内の翻訳をファジーマッチとして流用する場

合、差分個所の修正は自動補完機能 （MatchPatch） により用
語の置き換えや機械翻訳による差分修正が実行されるので
memoQの行った修正が正しいかを確認するだけで済む場
合もあります。 

最新版memoQ 8.7では iPhoneや iPadのSiriを使用する音
声入力アプリHey memoQ（無料）と接続でき、音声入力に
よる翻訳作業が可能です。

memoQ内で機械翻訳の使用も可能です。現在約15種類
の機械翻訳エンジンをmemoQ内で使用することが可能で
す。お持ちのアカウント情報・APIキーなどをmemoQ内の
該当MT用プラグインに登録すると、翻訳メモリを使用でき
ない場合に機械翻訳からの翻訳を使用してポストエディッ
トすることも可能です。

翻訳対象文書として一般的なファイル形式のほとんどを
サポートしており、対訳集形式のエクセルファイルや変更
履歴付きワードファイルの翻訳も可能です。パワーポイント
ファイル内にエクセルファイルの表が埋め込まれている場
合、埋め込みファイルも翻訳対象としてインポートできま
す。またmemoQの最近のバージョンでは字幕翻訳もプレ
ビューでビデオを確認しながら行えます。

他社翻訳支援ツールとの互換性も高く、他社翻訳ツール
のパッケージファイルをmemoQで翻訳し、返却パッケージ
を作成することも可能です。

初めて翻訳支援ツールを導入する場合、翻訳メモリが充

memoQ 8.7
memoQ Translation Technologies
https://www.memoq.com/jp/
お問い合わせ
+36-1-808-8313
担当：三浦 陽 （Miura Yo）　yo.miura@memoq.com
Account Executive, Japan

https://www.memoq.com/jp/
mailto:yo.miura%40memoq.com?subject=
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ますので、ファイルの受け渡しやファイル管理などの余計な
作業を省けます。
またプロジェクト管理者は各作業者の進捗状況をリアル
タイムで確認できるので必要に応じて作業者を再割り当て
することも容易に行えます。
翻訳作業・翻訳校正作業はデスクトップ版memoQまたは

ブラウザー版memoQの翻訳エディタで行います。
もし各作業者が自分のmemoQライセンスを所有してい
れば、そのライセンスを使用して作業に参加できますし、
サーバー側から作業者ライセンスをプロジェクトベースで
貸し出すことも可能です。
翻訳終了後に「納品」ボタンを押すことで直ちにEmailで
翻訳校正者に作業開始の通知が送られますので、シームレ
スなワークフローを組めます。
翻訳プロジェクトの作業履歴、各セグメントの翻訳履歴、

Email通知の履歴すべてが保存されるので、翻訳管理を確実
に行えますし、特定の段階の翻訳に戻すことも可能です。
翻訳・校正作業時に翻訳メモリの問題や用語に関する問

題などが見つかった場合、問題のあるセグメントでディス
カッション機能を使い問題点を指摘すると、その問題に関す
るトピックが立ち上がり、担当者はどのように対応すべきか
簡単に指示を出せます。Emailや電話などで問題点を話し合
うよりも格段に効率よくコミュニケーションできます。

PlunetやXTRFなどの業務管理システムで翻訳案件を管理
しておられる場合、APIで統合すれば業務管理システムから
memoQを操作できます。
またWordPressなどのコンテンツ管理システムを使用し
ておられる場合、APIにより新規・更新コンテンツを自動的
にmemoQの翻訳プロジェクトに取り込み、翻訳後にはシス
テムに戻すことが可能です。

もし翻訳会社と顧客間、企業内の部署間で翻訳受発注を
効率化したい場合、Customer PortalをmemoQサーバーと
ともに導入することで翻訳依頼や翻訳ファイル受領をブラ
ウザベースのインターフェースで行えます。

また顧客や他部署と共同で用語管理したい場合、ブラウ
ザベースの用語管理システムQTermを導入することでさ
らに進んだ用語管理を実現できます。QTerm用語ベースは
memoQと完全互換しており、memoQの翻訳プロジェクト
で使用できます。

すべてのmemoQ製品および関連製品は30日間の無料ト
ライアルで全機能をお試しいただけます。
サーバー関連製品のお問い合わせは三浦（yo.miura@

memoq.com）までご連絡ください。

ありがとうございました。

実するまでは生産性が上がらない可能性を心配されるかも
しれませんが、memoQ内のライブ文書 （LiveDocs） という
第3のデータベースに過去の原文ファイル・訳文ファイルを
整合ペアとして取り込むと自動アライン機能で翻訳メモリ
と同様のデータベースが生成されます。整合ペア以外にも
別のツールからのバイリンガルファイルも翻訳メモリと同
様に機能します。さらに原文または訳文PDFなどを取り込み
参考資料として検索もできます。

memoQ内にはQAという機械的なチェックツールが内蔵
されており、各セグメントの翻訳時、さらに翻訳後のファイ
ルに対して一括で最終チェックできます。用語ベースの用語
が正しく使われているか、翻訳の揺れはないか、書体は適切
か、原文と同じ数字が使われているか、訳文の長さは適切か
などを検査できます。

翻訳後に特定のキーワードがどのように翻訳されたかを
確認したい場合、memoQはキーワードによるフィルタリン
グが可能です。またはキーワードが含まれるセグメントを抽
出した仮想文書も作り出せるので、最終チェックも容易に行
えます。

原文と同じレイアウトを保持した訳文ファイルは翻訳の
どのタイミングでも生成できます。

memoQサーバーベースソリューション
によるチームワーク翻訳

チーム内で翻訳メモリや用語ベースを同時共有したい、
一つの大きな文書をメンバーと共同で翻訳したい、翻訳作
業の後に別の作業者に翻訳校正をしてもらいたいなどチー
ムワークで翻訳作業を行う必要がある場合、memoQのサー
バーベースソリューション（製品名：memoQ serverおよび
memoQ cloud）を使用すれば、このようなチームワーク作
業がスムーズかつ効率的に行えます。
これは、月額使用料でのご利用も可能で、弊社が保守管理
するクラウドサーバー、またはオンプレミスでも導入できま
す。

memoQサーバーベースソリューションではサーバー上
に翻訳プロジェクトを作成し、各作業者はサーバー上の翻
訳文書、翻訳メモリ、用語ベースに直接アクセスして作業し

mailto:yo.miura%40memoq.com?subject=
mailto:yo.miura%40memoq.com?subject=
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国内外で急速に支持を広げる
翻訳プラットフォーム

Memsourceはチェコ共和国プラハで2010年に誕生した、
CATとTMSが一体となった翻訳プラットフォームです。2012

年に一般公開されてからわずか7年の間に、世界中で18万
人以上のユーザーを抱える主要CATツールの1つに成長し
ました。今では400以上の言語、50以上のファイル形式に対
応しており、翻訳の品質向上とコスト削減に直結する機能を
多く備えています。
「2017年度翻訳白書（JTF発行）」の翻訳会社を対象にした
アンケートでは、日本で2番目に導入企業が多いCATツール
に挙げられており、国内でも着実に支持を集めていることが
わかります。

クラウド型プラットフォーム

Memsourceの特徴の1つがクラウド型という点です。　
この点を最大限に活かした3つのメリットをご紹介します。

初期費用・ランニングコストが低い
必要な数のPM（プロジェクトマネージャ）アカウントの月

額料金のみですぐに利用を開始できます。一定数のリンギ
ストアカウントが無料で付与されるため、翻訳者への費用負
担が生じません。利用料金には24時間365日の迅速なメー
ルサポートも含まれるので、安心してご利用いただけます。

安全性が高い
Memsourceのシステム・データは、各種のセキュリティ基
準に適合した高いセキュリティレベルを持つ欧州のデータ
センターにて管理・バックアップされます。翻訳資産を1つ
のプラットフォームに集中させ、ユーザーのアクセス権を適
切に設定することで、社内で管理するよりセキュアに運用で
きます。さらにMemsourceはより便利で安全なツールを目
指し隔週でダウンタイムゼロの製品アップデートを行って
おりますので、常に最新の製品をお使いいただけます。

共同作業の加速と品質向上
Memsource上の原稿、翻訳メモリ、用語集はリアルタイ

ムでアップデートされるので、円滑な共同作業が実現しま
す。手間がかかるだけでなく、情報漏洩リスクも高いメール
添付によるデータ送受信は不要です。モバイルアプリを利
用すれば、移動中でも作業の進捗を確認できます。

シンプルな操作性

Memsourceの翻訳環境には、ブラウザから利用できる
Web Editorと、PCにインストールしてオフラインでも作業
できるDesktop Editorがあります。どちらもCATツールに求
められる諸機能を完備しながら、シンプルなUIで直感的に
操作できるようにデザインされています。CATツールを初め
て使う方でも、翻訳メモリの参照、用語の登録、タグの挿入
などの基本的な操作をすぐに覚えることができます。

翻訳のスピードアップに役立つ機能
●  「用語集違反」や「不要なスペース」など、30以上の項目を

1クリックでチェックできるQA機能
●  翻訳者⇔校正者⇔PM⇔クライアント間で、セグメント毎
にコメントを追加できる会話機能

●  WordファイルやHTMLファイルの訳文挿入後のイメージ
を確認しながら翻訳作業を行えるプレビュー機能

Memsource
Memsource
https://www.memsource.com/ja/
お問い合わせ
メムソース 日本窓口
japan@memsource.com
050-6864-4180

https://www.memsource.com/ja/
mailto:japan%40memsource.com?subject=
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れらのセグメントを翻訳作業の前にAIが検出することで、
作業者のリソースを翻訳が必要な個所に集中させることが
できます。弊社調査では、この機能により3～10%のコスト
削減が実現しました。

MTQE（機械翻訳の品質評価）機能
機械翻訳で下訳を行い、翻訳者がポストエディットを行う

というフローが珍しくなくなってきています。確かにコスト
削減には役立ちますが、機械翻訳の品質は未だに安定して
いないため、ポストエディットの手間とコストを正確に予測
するのは難しいのが現状です。この機能では、機械翻訳の品
質をAIが判定して表示することで、ポストエディット作業を
品質の低い訳文に集中させることができるようになります。
将来的には、複数の翻訳エンジンの出力結果からもっとも
品質の高い訳文を提案できるようになる予定です。

ワークフローの自動化

クラウド型TMSであるMemsourceにはワークフローの自
動化機能が多く用意されています。例として、ここまでで取
り上げた機能を活用したフローをご紹介します。

全自動ワークフローの例
クライアントが共有Google Driveフォル
ダに原稿ファイルを保存→関連する翻訳メモ
リ・用語集がセットされたプロジェクトが作
成され簡易見積が送信される→機械翻訳で
下訳を行い、翻訳不要箇所や機械翻訳品質の
高い訳文をロックして登録翻訳者にアサイン
メール送信→翻訳が完了したら前ステップで
ロックしたセグメントも含めて校正者にアサ
インメール送信→校正が完了したら翻訳済み
ファイルをGoogle Driveの納品フォルダに
アップロード

以上の流れを、PMが一切手をかけることなく実現できま
す。営業時間外でも進行が止まることはありません。案件の
ステータスをリアルタイムで確認できる他、トリガー毎に設
定されたアドレスに通知メールが届くので、進捗の管理も
容易です。

翻訳テクノロジーを味方にする

今回ご紹介した以外にもMemsourceは翻訳の品質向上と
コスト削減、快適な翻訳環境の実現を支援する機能を数多
く搭載しています。本記事の内容やその他の機能の詳細に
ついては弊社ホームページやブログにてご紹介しています。
進化し続けるMemsourceにぜひご注目ください。

執筆／ポパル 明（日本語コンテンツ担当）

これらの他に、正規表現にも対応した強力なフィルタ機
能や、翻訳の品質を評価するためのLQA機能など、高度な機
能も充実しています。

サードパーティ製品との連携

シンプルでありながら、カスタマイズ性が高いのも
Memsourceの特徴です。独自ドメインや自社のロゴ・ブラン
ドカラーを適用できることに加え、他社サービスと簡単に連
携できるように設計されているので、従来の作業手順や環
境を活かしながら導入できます。

コネクタで他社サービスと簡単連携
Google DriveやBOX、WordPressやMarketoなど、主要な

ファイルストレージ・CMSサービスと連携するためのコネク
タが用意されています。数分で完了する設定を行うだけで、
これらのサービス上で保存・更新されたファイルから自動的
にプロジェクトを作成し、翻訳済みファイルをエクスポート
することができます。

すべての機能がAPI対応
MemsourceのREST APIはすべての機能をサポートしてい

ます。これにより、コネクタが用意されていないサービスや
社内の独自システムとも自由に連携させることができます。

柔軟なインポート・エクスポート
Memsource上のデータは複数の形式でインポート・エク

スポートできます。TMXやExcelにも対応しているので、こ
れまでに蓄積したメモリや用語集を活用し、任意の形式で
バックアップを保管することができます。

豊富な機械翻訳エンジンに対応

急速に活用が進む機械翻訳ですが、上手に利用するコツ
は翻訳分野と言語ペアに合ったエンジンを選択することで
す。Memsourceは30種類以上の無料・有料の翻訳エンジン
に対応しています。NICT、東芝、ヒューマンサイエンス、熟
考、Mirai Translatorなど、国内の主要エンジンもサポートし
ていますので、日本語翻訳でも分野に応じて機械翻訳の力
を効果的に利用できます。

新登場のAI搭載機能

Memsourceは、人工知能の力で翻訳テクノロジーを前進さ
せることを目的に、2017年にAIチームを発足しました。それ
から1年の間に2つの革新的な機能がリリースされています。

翻訳不要箇所の検出機能
産業翻訳の原稿には、数字、アドレス、コードなどのみで
構成される翻訳不要のセグメントが多く含まれています。こ
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そもそもなぜ
翻訳会社がMT開発？

ロゼッタの設立は2004年、当初は人手翻訳事業と並行し
て、翻訳者が効率よく翻訳を行うための翻訳支援ツールの
開発を行っていました。そのため、「技術ありき」でツールを
商品化するのではなく、あくまで翻訳現場作業の効率化を
目的とし、ユーザー（翻訳者）の課題や意見を開発に反映し
解決するという、現在まで徹底してこだわっているロゼッタ
の開発方針はこの時期に形作られました。
「国際ビジネスにおける言語の壁を破壊する」ためのMT

ツールの構想は設立当初から抱いており、2006年にはロ
ゼッタとして最初のMTツールである「熟考」をリリースしま
した。当時はまだMTといえばルールベースが主流だった時
代に、日本語⇔英語の統計型MTの走りとしてリリースされ
た熟考は、その後、MTに加えて翻訳支援ツールの機能を搭

載した「熟考Z」、さらにその進化版として顧客企業別のカス
タマイズが可能なテイラーメイドMT「T-4OO」へと姿を変え
ていきます。
機能追加を繰り返しエンジンを改良、その名称を変えて

きたロゼッタのMTツールですが、これまで10年以上に渡り
培われた知見は、2017年11月にニューラルMTエンジンに
切り替わったことで更に爆発的にユーザー数を増やし続け
ている最新の「T-4OO ver.2」にも生かされています。
ここからは、特徴的な機能に焦点を当て、翻訳者にとって

“使える”ロゼッタ製MTツールについて、「自動化」をキー
ワードにご紹介します。

専門用語リサーチを「自動化」する

そもそも、翻訳は情報を扱う高度な知的生産業務です。そ
して、その現場で翻訳者が用いる情報は「知識ベース（知っ
ていること）」と「リサーチベース（調べること）」に大別さ
れます。後者について、昨今のWebの普及によってリサーチ
作業は以前より格段に楽になったとはいえ、「辞書には載っ
ているが、この業界（分野）でこの訳語は使われているのか。
また、それはどのくらいの頻度なのか。」をWebからリサー
チする工数がどうしても翻訳作業の足を止めてしまいます。
そのリサーチの自動化を実現したのが、ロゼッタが作り上

げてきた2,000分野の訳語統計データベースです。Web上で
も使える訳例付き分野別統計辞書「究極の辞書」（※画面1）
という名前でピンとくる翻訳者は多いのではないでしょう
か。
これはニューラルMT用に用意した膨大な翻訳の学習デー
タを分野別に管理しているもので、MT実行時に指定した分
野でそれぞれの単語やフレーズがどう訳されているのかを
統計的に解析して翻訳結果に反映してくれます。これまで
翻訳者自身が行っていた対象分野における専門用語の訳出
リサーチを、すべてMTが自動で行ってくれるのです。

ロゼッタ
T-4OO ver.2 
株式会社ロゼッタ
https://www.rozetta.jp/
お問い合わせ
0120-105-891
info@jukkou.com
担当：赤坂　

画面1：分野別統計辞書「究極の辞書」

https://www.rozetta.jp/
mailto:info%40jukkou.com?subject=
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機械（AI）との協働

ここまで、T-4OOがMTツールとして翻訳者の仕事を「自
動化」する機能に焦点を当ててご紹介してきました。これら
の機能は冒頭に記述した通り、すべて翻訳者の声から開発
が行われ、翻訳者にとって“一番使えるツール”であること
を第一に考えて開発してきたものです。それでもロゼッタが
解決すべき課題はまだまだ多く、今後も一層開発を加速し
ていきます。
「今後、ロゼッタのMTはどこまでいくのか？」「MTは翻訳
者を淘汰してしまうのか？」「翻訳者という職業は今後なく
なるのではないか？」…これらはよく頂く質問です。これに
対するロゼッタの回答は、「MTは今後さらに発展するが、完
全に人間の翻訳者にとって代わることはない」です。
これは翻訳に限った話ではありませんが、AI技術の発展
は、人間が行う仕事を劇的に変化させます。ホワイトカラー
の仕事において、人間とAIの協働が当たり前となっていく現
在の計算機時代ですが、しかし、ここで忘れてはいけないこ
とは、あくまでもAIはツールであり、人間の仕事をサポート
してくれる存在だということです。
その意味は、「もっとこうだったらいいのに」と人が夢想す

ることと、それをテクノロジーによって解決する両輪が必要
だということです。その片輪を、今後もロゼッタは担ってい
きます。
これまでMTと距離を置いていた翻訳者の方や、興味はあ
るけれどなかなか手が出なかった方、この機会にロゼッタの
MTを試してみて下さい。そして、ぜひあなたの「あんなこ
といいな、できたらいいな」を教えて下さい。その分だけロ
ゼッタは成長し、きっとあなたの強力なパートナーになれる
と確信しています。

執筆／赤坂 彰（株式会社ロゼッタ MT事業部 マネージャー）

また、T-4OOのエディット画面（※画面2）では、原文に付
いたリンクをクリックするだけで（原文を解析して自動でリ
ンクを付けます）、究極の辞書の訳語が画面内に表示される
ため、PE段階においても、専門用語のリサーチにかかる工数
を従来と比較して大幅に削減できます。

過去対訳の参照を「自動化」する

この特集のテーマは「翻訳支援ツール」ですが、翻訳者に
とって翻訳支援ツールを用いる主要なメリットの一つは、翻
訳メモリの活用ではないでしょうか。翻訳メモリとは過去の
翻訳結果を格納したデータベースですが、MTツールがその
メモリを参照することで新規翻訳にかかる作業量を減らす
ことが可能になり、また、統一性を保った翻訳をサポートし
てくれます。
ただし、翻訳メモリの活用と言えば、いわゆるセンテンス
単位の完全一致文（マッチ率100％）の置き換えや、類似文
の参照にとどまっているケースが多く、もう一歩踏み込んだ
翻訳メモリ活用法の登場が待たれ、このテーマは翻訳者や
企業の翻訳担当者からも多くのご要望をいただいていまし
た。

T-4OOの「翻訳メモリ内の単語・フレーズ自動解析機能」
は、そのような要望から生まれた、画期的な機能です。翻訳
メモリ（対応形式はCSV/TSV/TXT（タブ区切りテキスト）/

TMX）をT-4OOに登録するだけで解析が自動で行われ、翻訳
メモリ内で使用されている単語・フレーズが、以後のMTに
反映される仕組みです。翻訳メモリ内で用語に揺れがあっ
たとしても、メモリ内での出現頻度の高いハイスコア訳語を
解析によってチョイスします。さらに、出現頻度をエディッ
ト画面から確認できるこの機能は、クライアント単位での
用語・フレーズ集を分けて管理ができるため、翻訳作業着手
前に個別に「用語集」を作成する手間から翻訳者を開放しま
す。もちろん、一般的なMTツールに備わっている、自前の
用語集のインポートとMTへの反映にも当然に対応していま
す。

画面2：エディット画面（の一部）
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高精度・高セキュリティの機械翻訳サービス

みらい翻訳は、「言語の壁を超え、新しい生活と仕事の様
式をもたらす共通語の機能を機械翻訳として2028年までに
作る。」をビジョンに2014年に設立した会社です。エンジン
の開発者、翻訳精度の研究者、アプリケーションの開発者な
ど各分野に特化した技術者を多く擁し、社内で研究から開
発、運用までを一貫して行える技術力を備えていることを
強みの一つとしています。研究と開発の成果として2017年
に提供を開始したのがMirai TranslatorTMです。

Mirai TranslatorTMは、企業内でのビジネス利用を想定した
クラウド機械翻訳サービスです。情報通信研究機構（NICT）
との共同研究のもと独自に開発したエンジンを搭載してい
ます。

翻訳機能として、入力したテキストの内容を翻訳する
「テキスト翻訳」と、投入したファイルをそのまま翻訳する

「ファイル翻訳」の2種類を備えています。ファイル翻訳では
Microsoft®のWord®、Excel®、PowerPoint®のほか、テキスト
ファイル、PDFファイルも翻訳が可能です。PDFファイルは
OCRでテキストを読み取り、翻訳結果をWord®ファイルで
生成します。

「ファイル翻訳」利用画面

日本語に特化したエンジン開発

みらい翻訳では、専門の技術者が高精度・高性能の翻訳エ
ンジンを実現するための日本語に特化した翻訳エンジンの
絶え間ない開発・改良を行っています。現在提供しているの
は日本語⇔英語、日本語⇔中国語（簡体字）の4言語方向で、
日本語に特化し細かいチューニングを行っているため日本
語が読みやすい点を多くのお客様から高く評価していただ
いています。今後は、現在の4言語方向に加え、その他の言
語対応も行っていく予定です。

セキュリティとデータの管理

機械翻訳のご利用においては、機密性の高い情報の翻訳
を希望するお客様も多く、安心してご利用いただくために、
みらい翻訳はサービス提供にあたり厳しいセキュリティ要
件を設けています。セキュリティの確保されたクラウドサー
ビスであるAmazon Web Services上にサービスを構築した
上で、あらかじめ登録した IPアドレス以外からのアクセス
は制限することで、サービスのセキュリティを担保していま
す。2018年6月には情報セキュリティマネジメントの規格
である ISO27001の認証も取得し、この要件に準拠した運用
を行っています。

またクラウド機械翻訳サービスのご利用にあたっては、入
力した内容や投入したデータが意図せず収集・利用される
ことを懸念されるお客様が多いですが、Mirai TranslatorTMで
は入力された内容は翻訳終了後に削除される仕組みになっ
ています。Mirai TranslatorTMではサービスに投入されたデー
タを収集したり、みらい翻訳での学習に使用したりすること
は一切ありません。また、そのことをお客様のサービス上処
理される情報に対する秘密保持条項としてサービス利用規
約に明示し、それに基づく厳重な管理を責任を持って行っ
ています。

Mirai 
TranslatorTM

株式会社みらい翻訳
https://miraitranslate.com/
お問い合わせ
03-6434-1340
info@miraitranslate.com

https://miraitranslate.com/
mailto:info%40miraitranslate.com?subject=
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使いやすいインターフェース

実際にはユーザ向けのマニュアルをもちろん提供してい
ますが、最終的にはマニュアルの不要なインターフェースと
することを目指し、日々改良を重ねています。直観的でシン
プルなインターフェースは、翻訳が専業でないユーザでも
抵抗なく利用でき、全社的に導入していただく企業様も増
加しています。機能面だけでなく、カラフルで明るい色使い
もMirai TranslatorTMのテーマの一つです。

CATツールとの連携

翻訳者以外の方からもご好評いただいているMirai 

TranslatorTMですが、社内翻訳者として翻訳を専業とする方
にお使い頂くケースも多く、そういった方々からの要望にお
応えするためCATツールと連携するためのコネクタを2019

年度に順次提供予定です。サービス開始後にはTrados、
Memsource、memoQなどのCATツールから、翻訳エンジン
として選択可能になります。

お客様の声と今後の予定

Mirai TranslatorTMはサービスの提供開始以来、製造業・IT

業を初めとして多岐にわたる業界で広く導入していただい
てきました。「ビジネスコミュニケーションに必要な語学力
は備えている社員が多いため翻訳ツールは不要」とされてい
たお客様から、「海外からの大量の文書の内容を急いで知り
たい場合にはやはり日本語になっているほうが効率よく把
握でき、Mirai TranslatorTMの導入が大幅な業務効率の改善に
つながった」というフィードバックをいただけたのは、非常
に励みになりました。
また、それが本来業務ではない人材に、英語や中国語がで
きるという理由で翻訳業務が集中し時間を取られてしまう
ケースが解消できたという事例も多いようです。「社員の語
学力がMirai TranslatorTMの導入により一瞬で底上げされた
のと同じ効果があった」という嬉しいお言葉をいただくこと
もありました。
一方で、「自社の専門分野に特化した内容にも対応してほ

しい」「英語・中国語以外の言語でも利用したい」といったご
要望をいただくことも多く、こういったフィードバックを開
発予定に組み込み、向上し続けるサービスを目指してMirai 

TranslatorTMは今後も改良を重ねます。

カスタマイズ可能なNMTエンジン

Mirai TranslatorTMに搭載している翻訳エンジンは、ニュー
ラル機械翻訳（NMT）を採用しています。従来の方式（ルー
ルベース、統計型）と比べ、なめらかで読みやすい訳文が生
成しやすい一方で、用語の指定等の制御がしづらい側面の
ある方式ですが、技術者の研究により、用語・文章の対訳を
それぞれ「ユーザ辞書」「翻訳メモリ」として登録し、翻訳結
果に反映する機能を実装しています。この機能を活用する
ことにより、翻訳後の修正の少ない訳文を生成することが
可能です。

ユーザ辞書と翻訳メモリは、一定以上の権限を付与され
たユーザにおいてのみ登録・管理が可能です。権限を持った
ユーザがあらかじめユーザ辞書、翻訳メモリを登録し、それ
を使用するユーザの組み合わせを「プロファイル」として設
定します。翻訳を実施するユーザは、翻訳実行時にプロファ
イルを選択するだけで必要な情報が設定でき、複雑な操作
は必要ありません。情報を管理する側にとっても、社内の言
語資産を適切に使用できるよう管理できるというメリット
があります。なお、ユーザ辞書、翻訳メモリとしてインポー
トできるのは、tsvファイルおよびcsvファイルです。

プロファイル機能で目的に応じた翻訳

※ みらい翻訳ならびにみらい翻訳を含む商標およびみらい翻訳ロゴは、株式会社みらい
翻訳の商標または登録商標です。
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八楽株式会社
https://www.yarakuzen.com/
お問い合わせ
03-6416-5315

ヤラクゼン

シンプルなのに賢く、
セキュアな翻訳ソフトウェア。

ヤラクゼンは、シンプルなオンライン翻訳ツールです。翻
訳の経験がない一般のビジネスマンでもその日からすぐに
使える使いやすい操作性が特徴です。
価格は個人が無料～、企業だとユーザー数に合わせて

¥12,000/月～と導入しやすい価格体系になっています。

https://www.yarakuzen.com/

ドラッグ＆ドロップで
すぐに使えるシンプル画面

ワードやエクセルなどをドラッグ&ドロップして言語を選

ぶと機械翻訳がスタート。翻訳エンジンはGoogle翻訳やマ
イクロソフト翻訳、みんなの翻訳などドキュメント毎に柔軟
に選択できます。機械翻訳がスタートすると、ユーザー毎に 

割り当てられる翻訳データベースと照合して、ユーザー毎に
最適化された機械翻訳が出力されます。 その機械翻訳の結
果をユーザーがオンラインで修正して、レイアウトを維持し
たまま翻訳ファイルを出力できます。（23言語対応。サポー
トファイルは .docx/.xlsx/.pptx/.pdf/.html/.csv）

自動翻訳を編集→そのままダウンロード。
ファイル編集の煩わしさは一切、不要。

自動翻訳の後、テキストを編集の上、元レイアウトそのま
まで翻訳ドキュメントがダウンロードできます。ヤラクゼン
の自動翻訳、自動ファイル処理により、ゼロから翻訳する場
合と比べて劇的にスピードが向上します。編集には「自分で
編集」「注文」「翻訳マネージャーに依頼」の3つの方法があり
ます。

自分で編集する :
右パネルに出る文例や辞書、機械翻訳を参照して、翻訳しま
す。

外部翻訳者に注文する :
注文したい文章だけを選んで、プロの翻訳者やクラウド翻
訳に注文できます。

翻訳マネージャーに依頼する :
社内の外国語が得意なユーザー「翻訳マネージャー」に翻訳
ドキュメントを共有して、翻訳できます。

https://www.yarakuzen.com/
https://www.yarakuzen.com/
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マイフレーズ :
自分が編集した翻訳文です。

カンパニーフレーズ :
「翻訳マネージャー」が編集した翻訳文です。社内のメン
バーに共有され、マイフレーズより常に優先適用されます。

用語集で訳ブレ防止+翻訳スピードの向上。
従来のエクセル管理から解放。

用語集に単語を登録すると、自動翻訳時に変換されます。
社内用語や業界用語、専門用語を登録して訳ブレを防ぎ、従
来のエクセル管理が不要になり、用語検索にかかる時間を
節約できます。
用語集には「マイ用語集」と「カンパニー用語集」がありま

す。

マイ用語集 :
自分が登録した用語です。

カンパニー用語集 :
翻訳マネージャーが登録した用語です。社内で共有され、マ
イ用語より常に優先適用されます。

安心のセキュリティ。        

ヤラクゼンではアカウント毎に翻訳データを個別管理。
他ユーザー、他企業にデータが流出することはありません。
また、データ通信の暗号化、バックアップなど安全に対する
各種対策を行い、脆弱性診断をパスしています。
更にプライベートサーバーの構築や IPアドレス制限、ド

キュメントの自動削除など、セキュリティを高める各種オプ
ションもご利用できます。

翻訳の状況を一目で確認。
よく使う翻訳ドキュメントは、
テンプレート化して皆で共有。

過去の翻訳文は、ドキュメントページで一元管理できます。
翻訳ドキュメントには「マイドキュメント」「カンパニード

キュメント」「ヤラクドキュメント」の3種類があります。

マイドキュメント :
自分が今までに翻訳したドキュメントです。翻訳マネー
ジャーに共有することもできます。

カンパニードキュメント :
翻訳マネージャーが共有したドキュメントです。契約書やIR資
料、メール雛形など、社内テンプレートとして利用できます。

ヤラクドキュメント :
ヤラクゼンの全ユーザーが利用できるテンプレート集です。
一般的なビジネスメールや飲食メニュー、議事録のテンプ
レートが利用できます。

編集したテキストをフレーズ集に蓄積。
使えば使うほど、成長する翻訳。

編集したテキストはフレーズ集に自動で蓄積され、次の
機械学習に活用されます。フレーズ集には「マイフレーズ」
と「カンパニーフレーズ」があります。
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特集記事の冒頭で翻訳支援ツールの過去に目を向けたの
で、最後の解説では視線を未来に転じて次世代の翻訳支援
ツールに期待する機能について述べる。

1, 2

基本機能の充実

 1  各種ファイル形式への対応。Word、Excel、PowerPoint

は当然として、分野によってはAdobe系ファイルや
マークアップ言語への対応が必要。

 2  O�ceファイルへの対応と同等かそれ以上に求められ
るのがPDFへの対応。ただPDFを読み込めるだけでな
く元のO�ceファイルへの変換精度が問われる。購入
前に確認すべき。

 3  QAチェック機能は一般ユーザー向けのツールでも役
立つ。特にニューラル機械翻訳（以下MT）の出力をポ
ストエディット（以下PE）する場合はこの機能が必須。

 4  指定訳語の統一は現在のニューラルMTのアルゴリズ
ムでは実現できないため、各ツールで工夫して実現し
ているがその工夫が翻訳精度に影響する場合がある。
ツールの購入前に、訳語を指定したときMTの翻訳品
質が低下しないかどうかを確認したい。

 5  自動ポストエディット機能。たとえば英日翻訳の訳文
で「である」調or「ですます」調の統一機能や、送り仮
名表記の統一機能などがMTエンジンとは別の処理モ
ジュールとして用意されるだろう。サードパーティが

開発したモジュールを組み込む構成でもよい。この部
分は言語に依存するが、日本市場では日本語に特化し
た機能が強みになっていく。

 6  分節規則のカスタマイズ。たとえばセミコロン（;）で分
節するか否かはその後のMT精度を直接左右するため、
細やかに設定できることが望ましい。

 7  異なる翻訳支援ツール間での分節規則の共有。各ツー
ルがSRXファイルのインポート/エクスポートに対応す
ることでツールを切り替えても同一の解析結果を得ら
れるのが理想的だが道のりは遠い。

周辺サービスとの連携

 8  Googleドライブ、Box、Dropboxなどのリポジトリに置
かれたファイルの変更を自動的に検出して翻訳ワーク
フローに乗せるコネクタ機能。これをうまく使うと翻
訳管理の手間がかなり減る。

 9  周辺システム（CMS、勘定系など）と連携するための
APIの提供。追加開発が必要だがフローの自動化はい
ずれペイする。

 10  既存のアドオンツール（Plunet、XTRF）でワークフロー
を自動化できる場合もある。ただしいずれのツールも
日本独自の伝票や勘定系に容易に対応できるかどうか
は不明。

 11  翻訳者リソースをプールしておき、翻訳者割当の簡単
化を試みる翻訳管理システムもある。ただし成功例は
まだ聞かない。大きく言えばコーディネーター業務を
AIで置き換えられるかというテーマになるが、翻訳者
手配は翻訳と違って素性の多様性と比較してデータ量
が少なすぎるので、無理に自動化してもうまくいかな
いと思う。コーディネーターを代替するのではなく支
援する方策を検討すべき。

 12  クライアントの社内に翻訳発注用のポータルサイトを
簡易に作成できる翻訳管理システムもある。顧客から
繰り返し翻訳を受注する関係の場合はこの機能が使え
るかもしれない。

次世代の
翻訳支援ツールに
期待する
24のポイント
河 野  弘 毅（JTFジャーナル編集長）

解説

1  この解説記事では翻訳支援ツールの一般的な特性について検討します。個別のツールの機能や性能の評価および比較は行いません。また、記事の
内容はすべて筆者の個人的意見に基づくものであり、一般社団法人日本翻訳連盟その他の組織の見解とは一切関係ありません。

2  翻訳支援ツールがプロ翻訳者や翻訳会社ではなく翻訳の顧客企業でときどき業務文書を翻訳する一般ユーザーを対象としている場合は、この記
事の指摘の一部は適用されないため、適宜ご判断ください。
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 21  複数のMTエンジンの出力を並列提示する機能が欲し
い。精度の甲乙をつけがたい複数のMTエンジンを利
用できるときは、この機能を使って表示された複数の
MT訳文から最もよい訳文候補を文単位に選択できる。

 22  訳文の評価までAIがやれると、翻訳フローは大幅に省
力化できる。訳文評価AI機能は一部の翻訳支援ツール
ですでに実用化されているが、評価性能の向上はこれ
からの課題。

 23  翻訳支援ツールとMTエンジンのインテグレーション
が進むと、蓄積された翻訳メモリでアダプティブMTエ
ンジンを訓練する操作フローも簡単化または自動化さ
れていくかもしれない。

システム運用など

 24  セキュリティ上の要件からクラウドが利用できない場
合はオンプレミスのソリューションが必要になるのは
翻訳支援ツールでも同じで、この需要に応えるために
現在でもオンプレミス製品を提供する翻訳支援ツー
ルベンダーが複数ある。その場合はクライアントサー
バー構成をとることになるがライセンス管理で苦労す
ることが意外に多い。とはいえクラウド型と比較して
応答が速くてよいという翻訳者の声を聞いたこともあ
るので、予断で決めつけずに個別ニーズに合わせてソ
リューションを検討すべきだろう。

翻訳支援ツールの選択が
MTエンジンの成否に影響する

機械翻訳の技術革新は現在進行中だが、飛行機が飛ぶた
めにはエンジンだけでなく機体が必要なように、MTエンジ
ンにはそれを組み込んでユーザーの操作を可能にする翻訳
支援ツールが必要である。
同じMTエンジンを使ってもフロントの翻訳支援ツールに

よって翻訳の生産性が変わるし、翻訳支援ツールが提供す
る翻訳メモリの運用管理機能がMTエンジンの訓練効率に影
響することを考えると、翻訳支援ツールの活用は今後ます
ます重要なテーマとなるに違いない。

MTエンジンとの統合運用

 13  接続可能なMTエンジン数は多いほうが良いが、時代
遅れのSMTエンジンに接続できても意味がないので、
自分が使いたいMTエンジンにどれだけ速やかに対応
してくれるかが重要。

 14  2019年はアダプテーションへの対応が急速に進むと
思われるので、先にMTエンジンを選んでそれに対応
する翻訳支援ツールを探すパターンもあり得る。

 15  先にMTエンジンがあって後で翻訳支援機能を追加し
たツールの場合は、MTエンジンを選んだ時点で翻訳支
援ツール環境がMTエンジンベンダーのそれに将来ま
で拘束される可能性には注意が必要。

 16  今後MTの精度が上がっていくと、ポストエディターへ
の支払金額を従来のような文字数 /ワード数ベースに
積算する方法がだんだん不合理になってくる。代替の
支払方法として訳文側の編集距離を測る機能が必要に
なるかもしれない。

 17  訳文側でPE前後の編集距離を解析する機能は、翻訳者
から納品された訳文がMT出力（たとえばGoogle翻訳）
そのままではないかという翻訳会社にとって悩ましい
疑惑の検証にも使える。

 18  和文英訳では原文側の和文をプリエディットしてMT

精度を上げる手法が有効なので、翻訳支援ツール内
で原文をスムーズにプリエディットできる機能が欲し
い。MT精度を上げる目的でいったんプリエディットし
た原文を翻訳メモリに登録するときには編集前の文に
戻す等の細やかな操作性も要チェック。

 19  プリエディットは早晩、自動化またはツール化される
と思う（すでにツール化されているかもしれない）。長
文があれば短文に分割する、頻繁に登場する専門用語
をいったん置換するなどの処理が半分でも自動化され
ると便利。

 20  与えられた文書を解析し、その文面に一番適したMTエ
ンジン、指定訳語、翻訳メモリを複数の候補から自動
選別する機能が欲しい。特にアダプテーションを行う
場合は社内で分野別に複数のエンジンを所有して管理
し運用することになるが、翻訳対象文書の中身をコー
ディネーターがいちいち確認するのは時間もかかるし
ミスも増えるので、翻訳対象文書をその翻訳に適した
エンジン別に自動分類するAIが欲しい。
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株式会社メディカル・トランスレーション・サービス
http://www.m-t-s.jp
所在地　：大阪市淀川区
創業年　：1999年

私が勤めていた翻訳会社を辞
め、独立したのが1999年であった。
前職のときからずっと考えてい

たのは、ドラえもんに登場する、ほ
んやくコンニャクのようなツール
ができれば、翻訳者も通訳者も必
要なくなってしまうのではないか
ということである。しかしながら、
この業界に入って30年以上が経
つが、いまだ翻訳会社も通訳会社
も健在である。やはりまだまだ人

の力が必要ということなのだろう。
とはいえ、2016年にはニューラル
機械翻訳（NMT）が登場して、その
夢の道具になりつつあるのも事実
である。

この産業翻訳の業界に足を踏み
入れたとき、こんなにも需要があ
るのかと、ある意味大変驚いた。
翻訳といえば多くの人は小説か、
映画の字幕などを思い浮かべるの
が普通である。当時はまだまだ表
舞台の産業とはほど遠い存在であ
り、そのような翻訳会社があるこ
とすら多くの人は知らなかった時
代である。

その当時を思い浮かべてみる
と、まだ作業ツールは英文の電子
タイプライターしかなく、英訳す
る場合は翻訳者が手書きで翻訳し
た英文を社内でリタイプし、それ
を納品していた。
まだワープロもなかったため、
和訳する場合は翻訳者が400字詰
めの原稿用紙に手書きで和訳をし
たためたものをそのまま客先に納
品していた時代であった。手書き

であるため、読めない文字の解読
には苦労させられた。今では翻訳
単位を原文ベースでカウントして
いる翻訳会社も多いと思うが、翻
訳単位を「枚」としているのは、翻
訳者から納品された原稿用紙の枚
数を数えていた名残である。その
後ワープロが誕生し、少なくとも
手書きの納品は終わりを告げる。

私は、営業担当として外回りを
していたのだが、今のようにパソ
コンなどなく、注文依頼は電話で
内容を聞き、担当者のデスクまで
直接出向き、その場で原稿をもら
い、帰社後に見積りを電話で伝え
ていた。納品も当然持参だった。
お恥ずかしい話だが、納品原稿を
カバンに入れるのを忘れそのま
ま客先に向かい、客先に着いてそ
のことに気づくことが何度かあっ
た。照れ笑いで出直す始末である。
今では、アポがなければ担当者と
面会することも難しく、ましてや
担当者のデスクまで行くことは皆
無である。営業マンとしての醍醐
味を現場で味わう機会が減ったこ
とには少々寂しさを覚えるが、ど
んな時代であってもその時代の流
れは受け入れなければならず、古
き良き時代というが、この業界で
年輪を重ねてきた者にしかわから
ないアナログの翻訳時代は、イン
ターネットの爆発的な普及ととも
に終わりを告げた。

そう、時代の流れは受け入れな
ければならないのだ。

インターネットの普及に伴い、
世界は一変した。翻訳業界も同様
で、原稿は取りにいかずともメー
ルで届き、納品は届けに行かずと
もメールで送れる。面談や電話交
渉が減り、メールでのやり取りの
時間が増えた。日本はおろか世界
中の翻訳者とも繋がるようになっ
た。グローバル化もさらに進み、
日本の翻訳業界にも隔世の感を禁
じ得ない。

株式会社メディカル・トランスレーション・サービス
代表取締役社長

中 野  尚 徳

翻訳会社の過去、現在そして未来

http://www.m-t-s.jp
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大学時代は、フォークソング部で当時流行っていた「か
ぐや姫」のコピーに勤しみ、学園祭のときはステージで
演奏もした。お気に入りは「加茂の流れに」と「22歳の
別れ」。翻訳との共通点があるとすれば、言葉も音楽も
リズムが大切ということだろう。3回目の青春を今も謳
歌している63歳。

N a k a n o  Y o s h i n o r i
中 野  尚 徳

2015年には、ISO 17100: 2015

「Translation services-Requirements 

for translation services（翻訳サー
ビス－翻訳サービスに関する要求
事項）」が日本でも発行され、弊社
も ISO17100を取得した。発行以
前は、すべての翻訳会社が取得し
なければならないものなのか、取
得しない翻訳会社は淘汰されるの
か、他社との差別化になるのか、
などの点に関して賛否両論が交わ
されていたが、私は自社の翻訳プ
ロセスを第三者の意見を聞き整備
する良い機会と考え、ISO17100の
取得を決めた。取得のための準備
には多くの時間を費やしたが、社
内で不足していた手順や新たな知
識を従来のプロセスに組み込むこ
とができたため、この ISO17100の
取得には満足している。

2016年にはニューラル機械翻訳
（NMT）が登場する。

NMTとは、従来の機械翻訳の弱
点であった翻訳後の文章のぎこち
なさ、いわゆる「機械翻訳感」が
なくなり、人間が翻訳したような
流暢さを特徴とする、人工知能に
よる翻訳だ。人工知能が将棋をす
る、作曲をする、小説を書く、俳句
を詠む、ましてや夢を見るとまで
言われている時代に、人工知能が
翻訳をするくらいでは驚くに値し
ない。しかし、最新の機械翻訳技
術は翻訳会社として無視できる存
在ではない。当然、弊社でもNMT

を導入した。実際に使ってみると、
翻訳する文書の内容によって精度
にばらつきがあり、ある程度手を
加えれば人の翻訳と遜色ない水準
になる場合もあれば、全く使い物
にならないこともある。誤訳もあ
れば訳抜けもあるのがNMTの前提
であり、さらには書式規程に従わ
ない、用語も揃えない、原文のミ
スを発見することもできない。

故に当然、今も弊社では試行錯
誤の繰り返し。

欠点ばかり並べたが、以前の機
械翻訳の品質を知る私にとっては
画期的な技術進歩であることには
間違いなく、AIというこの傍若無
人な翻訳者の翻訳速度と可能性は
相当なもので、その活用方法を見
出すまで、根気よく向き合ってい
くつもりである。

どんな時代になろうとも翻訳会
社、翻訳者に最終的に求められる
のは、「翻訳の質」である。これは
永遠に変わることはないテーマだ
ろう。自社のホームページの挨拶
文にも書いていることだが、どん
な時代であってもどんな業種で
あっても、買い手があって初めて
商売は成立するものであり、必ず
買い手が満足する商品を提供しな
くてはいけない。「質の高いものを
納品してくれてありがとう」の一
言がすべての苦労を忘れさせてく
れるのである。同時に感謝の気持
ちを常に忘れてはならない。

色々とくだらない昔話もしてき
たが、翻訳業界のこれからはどう
なるのだろうか。「2017年度翻訳
白書（日本翻訳連盟発行）」による
と翻訳市場の規模は2561億円と
推計されており、今後、需要はさ
らに増えるとも言われている。翻
訳業界の次の分岐点は、NMTが成
熟を迎えたときであろう。「そのと
き」は、翻訳業界に関わるすべての
人に平等に訪れる。その変化にど
う向き合うかは自分次第である。

NMTがどんなに優れた翻訳をす
るようになっても、「翻訳をする」
という行為がなくなるわけではな
い。故に翻訳業界も翻訳会社も翻
訳者もなくならない。ただビジネ
スモデルが変化していくだけであ
る。永遠に変わり続ける時代の変
化を受け入れて、永遠に変わらな
い「翻訳の質」というテーマを追い
続けていくことが未来へ続く道だ
と思う。古き良き時代から新しい
便利な時代に社会は変わってきた

が、翻訳業界もその変化に合わせ
て発展してきた。NMTの登場でさ
らなる発展が期待されるこの翻訳
業界で、翻訳会社も翻訳者もその
変化に適応してさらなる発展を遂
げていくことを私は願っている。

AIがどんなに進化したとしても、
棋士も、作曲家も、小説家も、俳人
も、夢見る人も不要になる時代は
来ないだろう。

そんな世界はつまらない。

人にしかできないことはまだま
だ沢山あるのだから。

翻訳業界に関わる人が「みんな、
楽しく、幸せに」なれる、そんな明
るい未来に向けて、今は精一杯こ
の仕事に打ち込みたいと思ってい
る。
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翻訳と私

　翻訳を取りまく環境は様変わりしていきます。ときには戸惑うこともある
でしょう。でも、「翻訳と私」という関係は変わらないのではないでしょうか。
どんなに環境が変わろうとも、自分の軸がしっかりと根づいていたら、日々
変わっていく風景にも心を惑わされることはないかもしれません。初心に
返ったり、立ち止まったり、未来に思いを馳せたり、「翻訳のこと」、一緒
に考えてみませんか？　「なぜ翻訳をするようになったのか」　今を見据え
ると、きっと未来が見えてきます。翻訳と皆さんのこと、教えてください。

コラムオーナー　矢能 千秋

第14回

児 島  修
翻訳者

翻訳が教えてくれたこと

自然の溢れる場所で

2017年の春、横浜市から神奈
川県逗子市に引っ越しました。終
の棲家にするつもりで住む場所を
探すなかで、同業者の妻の「海の
近く」、私の「山の近く」という希
望条件を満たしてくれたのが、以
前に何度か訪れたことがあり、庶
民的でどこか懐かしい町の雰囲気
にも好印象を抱いていた逗子でし
た。都心に出るには優に1時間以
上はかかりますが、お互い在宅自
由業なのでそれも支障にはなりま
せん。私は家のすぐ裏手から入れ
る山道を毎日散歩できるのがとに

かく嬉しく、幸せな気分に浸って
います（スズメバチとマムシとイ
ノシシに襲われるかもしれないと
いう恐怖も感じつつ）。恵まれた毎
日を過ごせていることに、ただ感
謝するばかりです。

翻訳者の心技体

フリーランスになって10年が経
過し、最近は出版翻訳の仕事がメ
インになりました。ここ6年くらい
は平均で年5、6冊のペースで訳し
ているので、たまに「仕事のペー
スが早い」と言われたりもするの
ですが、年間50万ワード前後しか
訳しておらず、産業翻訳界の皆様
ならご存知のように、特に多いわ
けではありません。しかも、一年を
通じてほとんど休みなく働いてい
るからなんとかこのボリュームを
達成できているだけで、「仕事が早
い」のではなくむしろ「仕事時間が
長い」というほうが正確です。2013

年頃に仕事が一気に増え、一人で
は対応しきれなくなり、何冊か仲
間の力を借りたこともありました。
しかし2014年以降は、無理だと思
えば断るようにして、すべて一人
で翻訳するようになりました。

昔から自己管理が下手で、生活
のリズムが崩れたり、心身の調子
を落としたりといったことを何度
も経験しました。失敗を繰り返す
うちに、「仕事で安定してパフォー
マンスを出すためには心身の健康
が大切」という当たり前の事実を
意識するようになり、少しずつ小
さな改善を積み重ね、今では自分
の健康にある程度の自信が持てる
ようになりました。1日の使い方も
以前に比べるとうまくなってきた
ように思います（おそらく他の人
ならフリーランス初日からできる
ことを実現するのに、私は10年も
かかってしまいました）。

睡眠、食事、運動

健康面では「睡眠」「食事」「運
動」の3つを意識しています。「睡
眠」では、毎朝自然に目が覚めるま
でぐっすり眠ること、昼間でも眠
気を感じたら無理せず眠るように
しています。「食事」は、昼間はな
るべくお腹にたまるものはとらず、
果物やナッツ、サツマイモ、ゆで卵
などを、空腹感を覚えたときに口
にし、夜にしっかり食べるように
しています。甘い物や油物はでき
るだけ避け、お酒も1年半前に完
全にやめました。「運動」は、有酸
素運動（山道を歩く、走る）や自宅
での簡単な筋トレ、ストレッチ、空
き地でのボール遊び（野球の壁当
て、サッカーのボールリフティン
グなど）、気分転換にいろいろする
ようにしています。
一昨年頃に不調を感じ、「これは
年齢による衰えなのだろうか」と
不安に感じることもあったのです
が、断酒をしたのと、逗子に来て
からの山登りが習慣化したのが効
いたのか、ここ最近は調子が良く
なりました。もう何年も仕事に1

日の大半の時間をとられてしまっ
ていたので、これからは健康を維
持し、集中して仕事を終わらせて、
あとは本を読んだり、外に遊びに
行ったり、時間を有効に使ってい
きたいと考えています。

いつもの散歩コースからの光景
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翻訳と私

　翻訳を取りまく環境は様変わりしていきます。ときには戸惑うこともある
でしょう。でも、「翻訳と私」という関係は変わらないのではないでしょうか。
どんなに環境が変わろうとも、自分の軸がしっかりと根づいていたら、日々
変わっていく風景にも心を惑わされることはないかもしれません。初心に
返ったり、立ち止まったり、未来に思いを馳せたり、「翻訳のこと」、一緒
に考えてみませんか？　「なぜ翻訳をするようになったのか」　今を見据え
ると、きっと未来が見えてきます。翻訳と皆さんのこと、教えてください。

コラムオーナー　矢能 千秋

1970年生。立命館大学文学部卒。ミニシアター運営
会社勤務の後、株式会社エイブス、NECソフト株式会社
（現NECソリューションイノベータ株式会社）、株式会
社山根ドキュメンテーション（現TransPerfect）での翻訳
業務を経て、2008年よりフリーランス翻訳者として産
業・出版翻訳に関わる。訳書に、『シークレット・レース』
（小学館文庫）、『バーバリアンデイズ』（A&F）、『やって
のける』（大和書房）など。神奈川県逗子市在住。

児 島  修
K o j i m a  O s a m u

本の訳し方

本を訳すときは、まず全体を通
し読みして内容を頭に入れ、資料
や関連書籍を読んで背景知識を深
め、ウォーキングをしながらオー
ディオファイルで原文を繰り返
し聴きます。ここまでが下準備で
す。実際に訳すときは、まず楽な
姿勢（ベランダやソファ、お風呂
など好きな場所でリラックスしな
がら）で原文2～4パラグラフ程度
を頭に訳文を浮かべながら2回以
上読み（できる限り最終形に近い
訳文を頭のなかでつくる）、それか
らパソコンに向かって入力し、訳
文を整え、最後に原文と突き合わ
せて漏れや逸脱がないかを確認す
る、というフローをとっています。
手間はかかりますが身体は楽で
すし、自分としては一番質の高い
訳文をつくる方法はこれなので、
ずっと続けるつもりです。

転機になった仕事

これまで訳してきた本には、1冊
1冊どれも思い入れがあります。
毎回、新しい出会いや気づき、失
敗の連続です。そのなかで特に自
分の転機になったのは、2013年の
『シークレット・レース』でした。こ
れはランス・アームストロングの
チームメイトとしてツール・ド・フ
ランスを戦ったサイクリストが自
らのドーピングを告白すると同時
に、サイクルロードレース界全体
に蔓延していた薬物使用の実態を
告発するという内容です。原書を
読んだとき、あまりの面白さに打
ちのめされ「自分はこんな本を訳
すために翻訳者になろうと思った
んだ。この面白さを読者に伝えら
れなかったらどうしよう」と不安
に襲われました。2カ月間、無我夢
中になって訳しました。著者のタ
イラー・ハミルトンになりきって
いたので、鏡に映った自分がタイ
ラーではないと気づいて驚いたこ
ともあるくらいです。刊行後、多く
の読者が面白かったという感想を
述べてくださいました。もちろん

原書が面白かったからに他ならな
いのですが、「自分が心の底から面
白いと思った本を、読者にも同じ
ように感じてもらえた」という体
験をしたことは、私の翻訳観、仕
事観を大きく変えるような出来事
になりました。それまでは「正し
く、上手く」訳すことが翻訳だと
思っていましたが、それと同じく
らい、「この本の面白さを読者にも
味わってほしい」という思いを伝
えることも大切だと考えるように
なったのです。それ以来、1冊の本
を訳すとき、何より大切なのは訳
者がどんな気持ちになってその本
と向き合うかだ、と考えるように
なりました。
他にも、大好きなスター・ウォー

ズ関連の書籍を訳せることの喜び
を感じつつ、7カ月間全身全霊を
かけて打ち込むことができた『ス
ター・ウォーズはいかにして宇宙
を征服したのか』、5カ月間、荒波
に揉まれるようにして訳し続けた
サーファーの自叙伝『バーバリア
ンデイズ』なども、苦労と充実感を
同時に味わえ、仕事を通じて翻訳
者としての成長を実感できた作品
でした。

すべての人に感謝

今回、この原稿を執筆するにあ
たり、あらためてお世話になった
方々のことが頭に浮かんできまし
た。数があまりに多すぎて一人ひ
とりお名前を挙げられないことを
お許しください。翻訳の現場で一
緒に膨大な時間を過ごした翻訳
会社時代の上司や同僚たち、こん
な私に仕事を与えてくださった編
集者やコーディネータの皆様、翻
訳学校で学びの場を提供してくだ
さった講師の方々やクラスメイト
たち、SNSを通じて知り合った矢
能千秋さんをはじめとする同業者
の皆様。いつも一緒にいて苦楽を
共にしてくれる妻。すべての皆様
に、心より感謝します。

印象に残っている仕事
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ことばの未来と
テクノロジーを考える

翻訳
　テクノロジー
　論考

立教大学 異文化コミュニケーション学部　特定課題研究員
立 見  みどり

第4回

「やさしい日本語」と翻訳テクノロジー
その1

ことばの未来とテクノロジーに
ついて、さまざまな側面から考え
るこの連載、第4回と第5回では、
「普通の日本語」から「やさしい日
本語」への言語内翻訳におけるテ
クノロジーの可能性について考え
ます。

「やさしい日本語」という言葉
をあちらこちらで目にするように
なってきました。阪神淡路大震災
で日本に暮らす外国人の死亡率が
高かったことから、災害情報を簡
単な日本語で伝えようという考え
で始まったこの取り組み 1は、そ
の後自治体ホームページなどで提
供される生活情報 2、ウェブで提供
されるニュース 3や観光情報 4まで
広がりを見せています。わたした
ちも2017年度から、「文化財の説
明文をやさしい日本語で伝える」
をテーマに研究を行なっています
（通称「やさしい文化財」プロジェ
クト 5）。

「やさしい日本語」の利点はさま
ざまですが、その中でもわたしが
一番大切だと思っているのは、情
報の受信者（主に外国人）と発信者
（主に日本人）の双方にとってプラ
スになるという点です。受信者は、
たとえ翻訳された情報の得にくい
少数言語の話者であっても、日本
語がある程度わかれば情報を得
られます。発信者は、外国語がで
きなくても外国人とコミュニケー
ションをとることができます。そ
して発信者と受信者の間に「翻訳」
が必要ない分、ダイレクトに、すば
やくコミュニケーションをとるこ
とができます。 

しかし発信側の利点が必ずしも
実現できていないのも事実です。
なぜなら、「やさしい日本語」自体
はやさしくても、それを話したり
書いたりするのは案外難しいから
です。すでに日本語を身につけて
しまった人は、日本語を学習中の

人にとって何がわかりやすく、何
がわかりにくいのかがよくわから
ないのです。実際、「やさしい日本
語」で書かれている情報の多くは、
日本語教育に携わる人や、「やさ
しい日本語」を書くトレーニング
を受けた人によって書かれていま
す。そういった知識がない人がい
きなり書こうとしても、どこをど
うやさしくすればよいかわからな
いのです。

そのため、言語の専門家でない
「普通の人」でも「やさしい日本
語」を簡単に書けるようにするに
は、書き方のルールを示すことに
加え、「やさしい日本語」で書くこ
とを支援するツールを提供するこ
とが有効です。そのような試みは
これまでにも行なわれてきました。
しかし、わたしたちが取り組んで
いる文化財の説明文については、
少し違うアプローチが必要になり
ます。なぜなら、文化財について
説明している文章には、当然なが
ら文化に根付いた言葉がたくさん
使われていて、単純に簡単な言い
方に置き換えられないからです。

さきほど、「やさしい日本語」を
使うときには「翻訳」が必要ないと
言いました。しかしわたしたちの
研究では、文化の違いを考慮した
「やさしい化」には、外国語に翻訳
するときの手法も有効ではないか
と考えています。そしてその考え
に基づいて、「やさしい日本語」を
書くことをテクノロジーで支援す
るためのツールの開発を目指して
います 。

「普通の日本語」から「やさしい
日本語」への言い換えは、語句レベ
ル、文レベル、文章レベルで考え
る必要があります。語句レベルで
は、難しい語句を、同じ意味を示

【参考情報】
1 弘前大学人文学部社会言語学研究室 （http://human.cc.hirosaki-u.ac.jp/kokugo/EJ1a.htm） 
2 「カナル・ハママツ」（https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/hamaj/index.html） など
3 NEWS WEB EASY （https://www3.nhk.or.jp/news/easy/） など
4 MATCHA （https://matcha-jp.com/） など
5  研究課題名「文化財をやさしい日本語・英語・多言語で紹介するための作文法と執筆支援ツールの開発」（科研費基盤研究 (C) 17K00466）

http://human.cc.hirosaki-u.ac.jp/kokugo/EJ1a.htm
https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/hamaj/index.html
https://www3.nhk.or.jp/news/easy/
https://matcha-jp.com/
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ソフトウェア開発会社でのインハウス翻訳者およびフ
リーランス翻訳者を経て、インペリアル・カレッジ・ロン
ドンにて「翻訳技術を利用した科学・技術・医学翻訳」修
士課程修了（MSc）。ダブリン・シティ大学にて博士課程
修了（PhD）。現在、立教大学 異文化コミュニケーション
学部 特定課題研究員。「やさしい文化財」プロジェクト
研究代表者。

立 見  みどり
T a t s u m i  M i d o r i

すやさしい語句に言い換えます。
文レベルでは、構文を単純にした
り、ひとつの文でひとつのことだ
けを言うように文を区切ったりし
ます。文章レベルでは、必要でな
い内容を削って全体を短くします。
これらはどのような分野での「や
さしい日本語」にも共通して言え
ることですが、文化財の説明文で
は少し違う考え方をする必要があ
ります。

文化財の中でもわたしたちがま
ず取り組んでいるのは、建造物、
特に民家ですので、そこからいく
つか例を紹介します。まず語句レ
ベルでは、たとえば「障子」や「襖」
をやさしく言い換えたいとしま
す。その場合、単に出入り口として
の役割だけを示せばよいときは、
「戸」のようなやさしい言葉に言
い換えることができます。しかし、
「障子を通して差し込む光」がその
部屋の大切な趣であるような場合
は、それがわかるような説明的な
言い換えが必要になります。言い
換え方はひとつではないのです。
これは外国語に翻訳するときにも
考慮すべき点です。ではそれをテ
クノロジーで支援するにはどうす
ればよいでしょうか。ひとつは、
「障子」という言葉が出てきたとき
に、「戸」という言葉と、「ガラスや
うすい紙を通して光が入る戸」と
いう説明を提示して、ツールを使
う人が適切なほうを選べるように
する方法です。さらに一歩進んで、
どちらがよいかをツールが文脈か
ら自動的に判断できるようになれ
ば、さらに便利になります。

文レベルでも複数の方法が考え
られます。たとえば、その建物の
歴史を紹介した、とても長い文が
あるとします。文の長さや構文な
どに基づいて、それが難解な文で
あるとツールが判断してメッセー
ジを表示してくれれば便利です。
さらにもう一歩進んで、建造の時
期や施主、建物の目的などの情報
を入力するとツールが自動的にわ
かりやすい文を生成してくれれば

より助けになるかもしれません。

文章レベルでの支援では、必要
のない情報をツールが判別してく
れれば役に立ちそうです。たとえ
ば建造物の説明では、壁の色や屋
根の形などについて書かれている
ことが多くありますが、文章を短
くしたいなら、そのような「見れば
わかる」情報は削ってもよいかも
しれません。どの情報を削ってよ
いか、ある程度の条件を設定すれ
ばツールが自動的に判断すること
も不可能ではないでしょう。しか
しその建物にとって壁の色や屋根
の形がとても特徴的であり、訪れ
る人にぜひ注目してほしいならば、
削るべきではありません。どこま
でをツールに任せるか、どこから
は人が判断する必要があるのか、
その見極めも重要です。

さて、このわたしたちの研究プ
ロジェクト、実はさらに大きな目
論見があります。それは、「やさし
い日本語」からの、自動翻訳を活
用した「やさしい英語」化、さらに
「やさしい多言語」化です。「やさし
い日本語」は通常、日本に住み、あ
る程度の日本語ができる外国人を
主な対象としています。しかし文
化財を見に来るのは日本在住の外
国人ばかりではありません。むし
ろ旅行者のほうが多いでしょう。
いくら日本語をやさしくしたとこ
ろで、外国人観光客のほとんどに
は理解されないと考えるのが妥当
です。またこれまで日本では、「外
国人は全員、英語がペラペラ」の
ように思われがちでしたが、実際
はもちろんそんなことはありませ
ん。しかしガイドなしで外国を旅
行する人の多くは、簡単な英語な
ら理解できる人が多いのではない
でしょうか。ならば、「やさしい日
本語」から英語に翻訳した「やさし
い英語」なら、多くの外国人観光客
にとって有用なのではないか。ま
た、多言語への自動翻訳は、日本
語より英語からのほうが、品質が
高くなる傾向にあります。そのよ
うな考えから、わたしたちの研究

では、日本語としてわかりやすい
だけでなく、英語に翻訳しやすい
ことも念頭に置いた「やさしい化」
を目指しています。

自動翻訳の品質向上手段として
は、これまで「制限言語」を対象に
した研究が行なわれていますが、
「やさしい日本語」の特徴とは相
反する点も多くあることがわかっ
ています。たとえば自動翻訳では、
ひらがなより漢字で書くほうが同
音異義語の混同がなく正しく翻訳
されます。また文を区切ることで
文中の文脈情報が失われるため、
必ずしも短い文が推奨されるわけ
ではありません。このように相入
れないことも多い制限言語と「や
さしい日本語」ですが、なるべくそ
の接点を見つけることで、「やさし
い日本語」化、「やさしい英語」化、
そして「やさしい多言語」化をテク
ノロジーで支援したいと考えてい
ます。

今回は夢のようなお話ばかりし
ました。次号では共同研究者の宮
田玲氏が、もう少し地に足のつい
た技術的なお話をさせていただく
予定です。
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第3回

ペア翻訳のすすめ

昨年、私たちはペアで英語字幕
の案件を多数担当しました。劇映
画『真っ赤な星』（井樫彩監督）や
『書くが、まま』（上村奈帆監督）か
ら、記録映画『ナイトクルージン
グ』（佐々木誠監督）や『ベラルーシ
再訪2017』（本橋成一監督）、そし
て地方自治体のPRビデオまでジャ
ンルはさまざまです。昨今は映画
祭エントリーの締め切りや動画配
信スケジュールの都合で短納期の
案件もよくあります。速さだけを
求めるなら、字幕翻訳は1人で担
当するか人海戦術の2択なのかも
しれません。それでも、ペアで翻
訳するのには理由があります。

映像翻訳の現状と制約

商業作品の場合はほとんどが制
作会社からのご依頼ですが、イン
ディペンデント作品の場合は監督
やプロデューサーから直接お問い

合わせいただくことも多いです。
ある時、某プロデューサーから「こ
れからどんどん海外の映画祭に出
すつもりだけど、自分は英語がで
きないので英語字幕の質は分から
ない。だから正直、英語で文字が
並んでいればとりあえずOKなの
で、安くやってくれる人がいれば
そっちに頼んじゃう」と言われま
した。大人数が携わってこだわっ
て完成させた作品なのに、字幕に
関してはここまで無頓着なのかと
衝撃的でした。分野を問わず「翻訳
あるある」なのかもしれませんが、
「英語ができる＝字幕もできる」と
考える人もいるのが現実です。

映像翻訳でよく知られている
ルールは文字数制限ですが、気を
つけるべき点はその他にもいろい
ろあります。まず字幕の区切りや
タイミングを決めるスポッティン
グという作業は、地味ですが技術
を要します。例えばドキュメンタ
リーでは長～い一文を話す人物が
登場することも珍しくありません
が、一文が終わるまでを長い1枚
の字幕にして画面いっぱいに10

行も表示するというわけにはいき
ません。まずどこで区切れば読み
やすいかを判断する必要がありま
す。そのうえで視聴者がきちんと
ついてこられるように、一文がま
たがるのは字幕2枚までというの
が原則です。そして会話部分に対
する1枚の字幕は2行までが原則
なので、大勢が同時にしゃべって
いる場合は、どの情報を字幕にす
るのかを取捨選択しなくてはなり
ません。逆にかなり小さい声で本
筋と無関係の声の場合は、あえて
字幕にしないという選択もありま
す。また映像があるので、うなず
いているのにNoという字幕をつけ
るのは不自然というようなケース
も珍しくありません。字幕は通常、
本のように戻って読み直すことが
できないため、各セリフの役割を
見極めて、流れを止めずに視聴者
がなるべくストレスなく作品を楽
しめるように適切に処理する必要
があるのです。

映像翻訳者

ゲスト執筆者

日英翻訳者、通訳者

蔭 山  歩 美

ジョナサン・M・ホール

井樫彩監督『真っ赤な星』英国レインダンス映画祭出品
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日英翻訳者、通訳者歴20年以上。日本映画、マンガ、
アニメに関する講義を多数行い、東アジアの映画を紹
介する学芸員としても活動している。

ジョナサン・M・ホール
J o n a t h a n  M .  H a l l

西洋稀覯書店に就職後、フリーランスの映像翻訳者に
転向。主に日本映画の英語字幕制作と、海外ドキュメン
タリーの日本語版ボイスオーバー台本制作を手掛ける。

蔭 山  歩 美
K a g e y a m a  A y u m i

ペア翻訳の利点

映像翻訳では、方言、言葉遊び、
流行語などが頻出します。また母
国語の視聴者が持つ共通認識を何
とかして補足しないと意味が通ら
ないこともままあります。本のよ
うに注釈をつけることができない
ため、あらゆる手を使って字幕だ
けで解決しなくてはなりません。
そんなときにペアで字幕を作って
いると、いろいろな可能性を相談
し、ベストだと思われる案を選ぶ
ことができます。私たちは、ひとり
が米・英国籍で両国の文化的背景
を持つ米国在住の男性、もうひと
りが日本国籍の日本人女性という
属性が異なるふたりで、年代も違
います。

日英翻訳するにあたり両側のネ
イティブがいることで、片方は英
語圏の一般視聴者に寄った見方、
もう片方は元の脚本に寄った見方
が自然とできているので、例えば
補足が必要になる部分や方言の処
理などは話し合いながらバランス
を取ることができます。逆に非ネ
イティブだからこそ気づけること
やできることもあります。例えば
日本人には当たり前すぎて補足が
必要だと気づきにくい文化の違い
や考え方の指摘、そして映画祭の
視聴者は米語が母国語の人たちだ
けではなく世界中の英語話者なの
でスラングをどの程度使うのかと
いう微調整です。方言などの特殊
な部分でなくてもそれぞれの解釈
が異なることもあり、そんなとき
は全体のバランスを整えながらと
ことん話し合って、作品にとって
最適だと思われる道を選択します。

冒頭に「速さを求めるなら人海
戦術」と書きましたが、では携わ
る字幕翻訳者が多ければ多いほど
いいのかというと、そうは思えま
せん。翻訳会社によっては、1本の
作品を「1人10分に区切って10名
に依頼する」というような方法も
取っているようです。翻訳する以
上は翻訳者の解釈になるのは当然

で、それが10通りあるものを機械
的につなぎあわせてしまうという
のは非常に危険に思えます。仮に
翻訳後に全員が字幕を相互チェッ
クしてとことん相談しながら仕上
げたり、翻訳会社の担当者が各字
幕をこまかくチェックして統一を
はかったりするならばいいのかも
しれませんが、それならばペア翻
訳のほうがよほど速く仕上げられ
ますし、人海戦術の場合は大概急
いでいるためそこまでじっくり仕
上げているとは思えません。本来
はそれぞれのセリフが密接に関連
していて、ひとつひとつのセリフ
を逐語的に訳せばいいわけではな
いのに、そんな風にぶつ切りにさ
れては字幕のトーンが統一されて
いる可能性は低そうです。もちろ
ん「人海戦術＝質が悪い」とはかぎ
らず、逆に1人の翻訳者やペアの
翻訳チームに頼めば高品質という
保証もありませんが、少なくとも
トーンや解釈にばらつきが出るリ
スクは減ります。

私たちの場合は解釈が異なると
きは相手に譲ることも、逆に「ここ
は」という部分は自分の意見を通
すこともあります。ですがこの手
の話し合いはお互いに信頼してい
て翻訳のトーンも似ている相手で
ないと難しいです。というのも翻
訳学校のクラスでさえ、同じ課題
に対して十人十色の字幕がついて
いて、各自こだわっている部分が
驚くほど違うのです。全員がベス
トだと思って仕上げてくるので、
意見が割れて平行線というような
ケースも多々ありました。仮に人
海戦術でそのように合わない相手
とランダムで組まされてしまった
らお互い不幸ですし、納期までに
統一されたトーンで仕上がるとは
思えず、作品が犠牲になってしま
います。

ペアで翻訳する良さは、異なる
解釈の可能性を検討しつつも一貫
性を保てることです。単純に2人
いればお互いのミスを発見できる
という側面もありますが、「なるべ

く翻訳者の訳文をいじらずに不自
然な部分だけを指摘する」という
ネイティブチェックとは異なり、
ペアで字幕を作る場合はもっと深
い部分まで掘り下げて一緒に字幕
を仕上げられるのです。また、じっ
くり作るため字幕が完成する頃に
は作品に愛着を覚えていて、その
後の海外展開に関しても若手の監
督やプロデューサーの相談に乗る
こともあります。そんなときも2人
いるほうがいろいろなアイデアが
出ますし、それぞれ知っている関
係者を紹介することもできます。
そしてこれもまた「翻訳あるある」
ですが、過去の経験が思わぬとこ
ろで役立つことがあり、まったく
別の背景を持つ人とペアを組むと
いうのは単純に経験が2倍になる
ので、いろいろな分野の作品に挑
戦しやすいというのも強みです。
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『ワカテ翻訳』は、昨年（2018年）
の春に立ち上げた、大学院生によ
る翻訳通訳学メディアです。次世
代の高校生・大学生を主な読者層
としつつ、翻訳通訳学の知見を共
有することを主な目的としていま

す。また同時に、月に一度の勉強
会『ワカテミートアップ』を開催し
ています。このミートアップでは、
若手を中心に、翻訳に関する特定
の問いに対してインフォーマルな
議論を行います。この記事では、
当メディアとミートアップを立ち
上げた経緯、そして実際の活動に
ついて簡単にご紹介します。

 

ワカテ翻訳
https://wakate-honyaku.net

Twitter @wakate_honyaku

立ち上げの経緯
 

ネット上における知見の少なさ
立ち上げ人である筆者の平岡が

学部3年生の頃。大学院入試に向
けて翻訳通訳学を学ぼうと、オン
ライン上の翻訳通訳学をサーチし
たところ、そこにはほとんど情報
がないことに気づきました。ある
のは、社会人文系でも統計学や言
語学など。頼りになるのは、『よく
わかる翻訳通訳学』（ミネルヴァ書
房、鳥飼玖美子編著）などの書籍
のみでした。しかし、知見が書籍
ばかりに集中していては、次世代
のデジタルネイティヴには届きに

くいかもしれない。そう感じた私
たちは、翻訳通訳学を高校生・大
学生向けにカジュアルに紹介する
翻訳通訳学メディア『ワカテ翻訳』
を作りました。

柔軟な若手が運営
当サイトの主な運営者は学びの
過程にいる大学院生たちです。そ
のため、書籍と比べて、情報の質
が落ちてしまうことは否めません。
しかしその一方で、私たちに得意
なこともあります。それは多角的
な視線に柔軟であること。翻訳通
訳学は翻訳・通訳という営みを分
析対象としていることから、人文
科学や文化芸術だけでなく、社会
科学やはたまた機械翻訳などの情
報工学へと多岐にわたる分野を対
象とした学問です。そのような学
問を扱うには、様々な分野に目を
向け、多角的な視点から情報を得
ようとする柔軟な姿勢は重要であ
ると考えられます。

現在、アクティブな運営者は3人ほど。

対話する場の必要性
この姿勢は知識を収集するだ
けでは育めません。同時に多様な
人々との関わりが必要です。つま
り、異なる背景を持つ他者と対話
し、建設的な議論を行うことが必
要です。そもそも、知見を得るこ
とだけが学問ではなく、どの問題
にどのように答えるかを考えるこ
とまでが学問であるはず。そして
意味のある学問を行うには、実際
に他者との議論が重要です。私た
ちはこの物理的な場が大学外に必
要と感じ、議論を実践するための
『ワカテミートアップ』を開催する
ことにしました。ミートアップの
機会を設けることで、意見を伝え
るために情報を整理し、他者との
関わりを元に再検討し、新たな考

関西大学外国語教育学研究科修士課程
平 岡  裕 資 ／大 西  菜 奈 美

第3回

翻訳通訳学メディア『ワカテ翻訳』とは

https://wakate-honyaku.net
https://twitter.com/wakate_honyaku
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関西大学外国語教育学研究科修士課程
研究の関心は、翻訳プロセス。特に「HT(人手翻訳 )に
必要な力」をプロセスの観点から追求します。モットーは
「とりあえずやってみること」。自分には難しいと思える
ことも、挑戦してみるのが大切と言い聞かせています。

大 西  菜 奈 美
O n i s h i  N a n a m i

関西大学外国語教育学研究科修士課程
研究テーマは翻訳テクノロジー論・字幕翻訳論・外国語
教育論など。「あそび」としての学問を目指しつつ、謙
虚に生きる方法を模索しています。
Twitter @hyusuke59

平 岡  裕 資
H i r a o k a  Y u s u k e

えを生み出すことが可能です。こ
の繰り返しのプロセスを、異なる
背景を持った生身の人間とともに
行うことで、より柔軟な姿勢を育
みつつ、学びを深める手助けとな
るのではないかと考えています。

活動の目的
 

次世代に向けた発信
私たちは、次世代の日本の翻訳

業界を担う可能性のある学生に向
けた発信が必要だと考えます。事
実、現在日本の翻訳業界において、
若手の翻訳者の割合はかなり小さ
いです。日本翻訳連盟（JTF）によ
る「2017年度翻訳白書」では、20

代の翻訳者は2％も満たしません。
これには、大衆化された大学にお
いて体系的な翻訳通訳教育がなさ
れていないこと、そして、大学生が
翻訳通訳に触れる機会が過少であ
るということが理由の一つだと考
えられます。また、翻訳通訳学も、
学問としてはまだまだマイナーな
分野です。当研究分野や業界がさ
らに成長するためには、実践と理
論の両方の面における教育体系が
不可欠です。『ワカテ翻訳』ならび
に『ワカテミートアップ』はその一
環として、大学外における学びの
場を目指して活動しています。

若手の実践的な学びの場
『ワカテミートアップ』は翻訳通
訳に関連するトピックに対して若
手が議論を行うオープンな対話の
場です。ここで言う議論とは、相
手を言い負かすようなものではな
く、気づきや価値のある問いを生
み出すような建設的なものを指し
ます。これは研究を行う上でも重
要な要素となる「批判」や前述の柔
軟な姿勢の形成に繋がります。ま
た、人文系においては研究が個別
的になりやすいことから、若手だ
けで議論を行う機会があまりない
と感じています。このような意味
でも、『ワカテミートアップ』がよ
り広い視野を持つきっかけとなり、
若手にとって意義のある対話の場
となることを目指しています。

実際の活動

『翻訳のいろは』と
『翻訳ライブラリ』
次世代に翻訳通訳学を発信する

ため、当サイトでは記事の執筆と
文献リストの作成を行っています。
それが『翻訳のいろは』と『翻訳ラ
イブラリ』です。『翻訳のいろは』で
は、高校生・大学生向けに当学問分
野の知識を身近な例とともに解説
しています。翻訳等価論などの理
論だけでなく、翻訳プロセス研究
の概要や外国語教育における翻訳
（TILT: Translation and Interpreting 

in Language Teaching）など、具体
的な研究方法や近年議論されてい
るトピックについても触れていま
す。
『翻訳ライブラリ』は翻訳通訳の
文献リストです。翻訳通訳に興味を
持った読者が他の情報源にアクセ
スしやすいように、論文・書籍・コ
ミュニティ・ツール・メディアなど
をカテゴリー別にまとめています。

 

『ワカテミートアップ』
より実践的な学びを得る場とし
てのオフライン活動として、若手
の大学院生たちが翻訳に関する問
いをもとに、活発でインフォーマ
ルな議論を行なっています。重要
なことは議論したままにしないこ
と。議論した内容は、『ワカテ翻訳』
で『学びのアーカイブ』として記
事化し、各々の結論とディスカッ
ションを言語化します。こうする
ことで、発表者の考えを整理する
とともに、議論の内容をパブリッ
クに発信、そして問いかけ、さらな
る議論へと結びつけます。

毎月第3日曜日の午前に集まり、議論を
行なっています。場所は関西大学千里山
キャンパス。

2018年11月からこれまで3回に
わたって「AI翻訳と英語教育」と
いうトピックを設け、「AI翻訳が使
える時代に、英語学習は必要なの
か？」という大きな問いについて
議論を行いました。初回と最終回
に各々の意見を発表し、残りは文
献調査とパイロットスタディの結
果を共有する機会を設けました。
このミートアップのアーカイブは
当サイトで閲覧できます。

 

今回の記事では私たちが『ワカ
テ翻訳』を立ち上げた経緯とその
活動内容を紹介しました。次世代
の若手に向けた発信と実践的な学
びの場を目指して、これからも活
動に励んでいきます。
『ワカテミートアップ』では、参
加者を随時募集しています。興味
のある方は当サイトの募集ページ
をご覧ください。

https://twitter.com/hyusuke59
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十印は実行委員として、
翻訳祭成功のために尽力しています。

2019.10.24    （木）
in パシフィコ横浜

株式会社 十印（とおいん）
〒108-0014 東京都港区芝 5-31-19 ラウンドクロス田町 7F
TEL 03-6453-6285（採用担当窓口まで） http://www.to-in.com（「お問い合わせ」）

半導体 / 旅行・観光分野の
翻訳者が不足しています。
 https://midoriga-me/login/ からご登録→トライアルを入手。
他にも、IT、契約書、金融の和訳、英訳、独文和訳のトライアルを用意しています。

あらたにメディカル分野にとりくみたいとご希望の方は toin_contact1@to-in.co.jp までご連絡ください。

未登録の方

登録済の方

次号
予告

募集 Next Issue広告募集のおしらせ
翻訳者、翻訳会社を対象とする広告や特集記事
に関連する広告を随時募集しています。詳しく
はJTF事務局までお問い合わせください。

JTF 事務局 ： TEL 03-6228-6607
  E-mail  info@jtf.jp

ニューラル機械翻訳の品質が世間に知られるのにともないSNS等で機械翻訳
（以下MT）への批判を目にする機会も増えた。私の理解でMT批判の論点を整理
すると、第一は従来翻訳よりも安くポストエディット（以下PE）を発注しようと
する一部の翻訳会社への異議申し立てであり、この批判はおおむね妥当だと思
う。一部の翻訳会社が、「MTの品質が上がったのだからPEの単価は下がるだろ
う」という性急な願望から、然るべき翻訳工程の変更や品質要件の再定義をせず
に翻訳者に単価切り下げを求める事例もあると聞く。怒った翻訳者がMTへの批
判（に仮装された一部の翻訳会社への非難）を展開する事情は理解できるし、上
司である経営者と発注先である翻訳者のあいだで板挟みになって苦しむ現場の
担当者には本当に同情する。

MT批判の第二の論点は「PEをやると翻訳が下手になる」という主張であるが、
こちらについても主張の動機は理解できる。訳文を自分の内側から産みだす従来
の翻訳と、まずMTの出力を見てそれを修正するPEとでは訳文完成に至る思考プ
ロセスが異なり、PEを何万回も繰り返すことで訳者の言語感性が変容する可能
性はある。長く異国に住む人の言語感性がいつのまにか母国の母語話者とずれて
いくのと似ている。この主張の背景には、自分の言語感性がそれとは異質のエク
リチュール文脈（MT、異郷、翻訳メモリ…）にさらされ続けることで変容（破壊）
されることへの不安または嫌悪がある。
私の考えを書くと、ソシュールが看破したように言語に絶対基準はなくただ一

般規約があるだけで、社会的要因にもとづくエクリチュールの急変は過去にいく
つも事例がある（たとえば明治維新にともなう日本語の変容）。このたびのMTの
浸透もまた、たぶん世界規模でエクリチュールの変容をもたらす。仕事で大量に
MT出力を読むポストエディターは、キャズム理論にみたてればこの変容のアー
リーアドプターであろう。一般言語感性が変容する結果、〈上手な翻訳〉の共通了
解もまた変化する。この変化に対して、一部の経営者は性急であり一部の翻訳者
は慎重なのだと考えればわかりやすいと思う。

河 野  弘 毅
K a w a n o  H i r o k i

編集長
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